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平成 ２２ 年第３回まんのう町議会定例会会議録（第１号） 

平成２２年９月１６日    開 議  午前９時３０分

大岡議長

栗田町長

大岡議長

青野議会

事務局長

おはようございます。末武弘道議員より欠席の届出がありましたので、報告をいたします。只今の出席議員は１７名であります。

定足数に達しておりますので、これより平成２２年第３回まんのう町議会定例会を開会いたします。 

 招集者であります町長のごあいさつをお願いいたします。 

町長 栗田隆義君。 

 皆さん、おはようございます。平成２２年第３回の９月まんのう町議会定例会を開催いたしましたところ、議員各位におかれま

しては、公私共に大変お忙しい中ご参集を賜りまして、ありがとうございます。暑さ寒さも彼岸までとよく言われますが、さすが

に今年の猛暑もおさまり、朝夕は随分涼しくなり、秋の気配を感じる今日この頃でございます。８月は、まんのうフェスティバル、

琴南サマーフェスタ、仲南地区のバレーボール大会等、地区あげての大きな行事があり、議員各位におかれましても積極的なご参

加をいただきまして、ありがとうございました。先日、民主党の代表選挙も終わり、菅総理の下、明日にも改造内閣が誕生するよ

うでございますが、国会のねじれ現象もあり、今後の地方行政への影響を懸念いたしておるところでございます。今回、お願い申

し上げておりますのは、平成２１年度決算認定１１件及び議案６件でございます。よろしくご審議のうえご決定賜りますようお願

いを申し上げまして、開会のご挨拶とさせていただきます。よろしくお願いいたします。 

 日程にはいるに先立ちまして議会報告をいたします。 

議会事務局長 青野進君。 

 それでは、ご報告申し上げます。 

初めに、町長から地方自治法第２３３条第３項及び地方公営企業法第３０条第４項に基づく決算認定案件１１件、並びに地方自

治法第１４９条の規定に基づく議案６件を受理いたしております。 

 次に、地方自治法第１１２条及び会議規則第１４条の規定に基づく議員提出意見書２件を受理いたしました。 

次に、組合議会関係について、平成２２年６月２９日、平成２２年香川県中部広域競艇事業組合議会６月臨時会が開催され、議

案第１号 香川県中部広域競艇事業組合組合長の選任について、外２件の審議がされております。 

平成２２年７月７日、平成２２年第２回仲多度南部消防組合議会臨時会が開催され、議案第１号 専決処分 仲多度南部消防組

合職員の育児休業等に関する条例の一部改正の承認について、外１件の審議がされております。 
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日程第１

青野議会

事務局長

大岡議長

大西豊議会

運営委員長

平成２２年７月１６日、平成２２年第２回香川県後期高齢者医療広域連合議会臨時会が開催され、議案第１０号  平成２２年度

香川県後期高齢者医療広域連合一般会計補正予算第１号、外４件の審議がされております。 

平成２２年８月２４日、平成２２年香川県中部広域競艇事業組合議会８月定例会が開催され、議案第１号 平成２２年度香川県

中部広域競艇事業組合一般会計補正予算について、外１件の審議がされております。 

平成２２年８月２７日、平成２２年中讃広域行政事務組合議会８月定例会が開催され、認定第１号 平成２１年度中讃広域行政

事務組合一般会計及び各特別会計歳入歳出決算認定について、外５件の審議がされております。 

平成２２年９月７日、平成２２年第２回仲多度南部消防組合議会定例会が開催され、議案第１号 平成２１年度仲多度南部消防

組合一般会計歳入歳出決算認定について、外１件の審議がされております。 

次に監査関係ですが、まんのう町監査委員より平成２年５月分から７月分の一般会計収支、各特別会計収支及び水道事業会計収

支の出納検査、平成２１年度分一般会計、各特別会計及び水道事業会計の定期監査、平成２２年度 有限会社仲南振興公社の財政

援助団体等監査の報告が参っております。 

次に、町長より、地方公共団体の財政の健全化に関する法律第３条第１項及び第２２条第１項の規定により、報告第１号として、

平成２１年度まんのう町健全化判断比率及び資金不足比率についての報告がありましたので、既に配布してある書類をもって報告

にかえさせていただきます。以上で議会報告を終わります。 

すいません、ちょっと今の発言の中で、読み間違いがありましたので、訂正させていただきます。 

次に監査関係ですが、まんのう町監査委員より平成２２年５月分から７月分ということで、年度をちょっと読み違えまして、す

みませんでした。訂正させていただきます。 

議会報告を終わります。 

日程第１ 本日の議事日程等について、議会運営委員会の報告を願います。 

議会運営委員長 大西豊君。 

議会運営委員会の９月定例会運営に関する報告を申し上げます。     

９月１３日、午前９時３０分より、第１委員会室におきまして、町長、総務課長、議長、同席のもとに、議会運営委員会の委員、

全員が出席いたしまして、一般会計の決算認定及び補正予算の審議方法については、予算審議と同様で、総務常任委員会に付託、

他の常任委員会関係部分は、他の常任委員会で質疑終結までして、総務常任委員会に報告後、最終的に総務常任委員会で審査する

ことなど、９月定例会運営について慎重に審議をしました。その結果をご報告いたします。      
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大西豊議会

運営委員長

それでは、お手元に配布されております議事日程第１号について、ご説明を申し上げます。    

日程第１ 議会運営委員会報告             議会運営委員長    

日程第２ 会議録署名議員の指名    

日程第３ 会期の決定     【本日より、１０月５日の２０日間と致します】   

日程第４ 町政報告     

日程第５ 所管事務調査の委員長報告          総務常任委員長    

日程第６ 所管事務調査の委員長報告          教育民生常任委員長      

日程第７ 所管事務調査の委員長報告          建設経済常任委員長      

日程第８ 満濃中学校改築調査特別委員会の委員長報告  満濃中学校改築調査特別委員長     

日程第９ 政策充実特別委員会の委員長報告       政策充実特別委員長    

日程第 10 認定第１号 平成２１年度まんのう町一般会計歳入歳出決算認定について  総務常任委員会付託 

日程第 11   認定第２号      平成２１年度まんのう町国民健康保険特別会計歳入歳出決算認定について 

教育民生常任委員会付託 

日程第 12 認定第３号 平成２１年度まんのう町老人保健特別会計歳入歳出決算認定について   

教育民生常任委員会付託 

日程第 13   認定第４号 平成２１年度まんのう町後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算認定について 

                                            教育民生常任委員会付託 

日程第 14 認定第５号 平成２１年度まんのう町介護保険特別会計歳入歳出決算認定について   

教育民生常任委員会付託 

日程第 15 認定第６号 平成２１年度まんのう町診療所特別会計歳入歳出決算認定について   

教育民生常任委員会付託 

日程第 16 認定第７号 平成２１年度まんのう町簡易水道特別会計歳入歳出決算認定について   

建設経済常任委員会付託 

日程第 17 認定第８号 平成２１年度まんのう町下水道特別会計歳入歳出決算認定について   

建設経済常任委員会付託 
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大西豊議会

運営委員長

大岡議長

日程第 18     認定第９号       平成２１年度まんのう町農業集落排水特別会計歳入歳出決算認定について  

                                               建設経済常任委員会付託 

 日程第 19 認定第 10号 平成２１年度まんのう町浄化槽整備推進事業特別会計歳入歳出決算認定について 

                                                                                   教育民生常任委員会付託 

日程第 20 認定第 11号 平成２１年度まんのう町水道事業会計決算認定について    建設経済常任委員会付託 

認定第１号から認定第１１号まで１１案件は、関連がありますので、一括議題とさせていただきます。   

日程第 21 議案第１号 まんのう町人事行政の運営等の状況の公表に関する条例の一部改正について 

即決   

日程第 22 議案第２号 まんのう町職員の公益法人等への派遣等に関する条例等の一部改正について  

  即決 

日程第 23 議案第３号 字の区域の変更について               建設経済常任委員会付託 

日程第 24 議案第４号 平成２２年度まんのう町一般会計補正予算案第２号      総務常任委員会付託 

日程第 25 議案第５号 平成２２年度まんのう町国民健康保険特別会計補正予算案第１号   

教育民生常任委員会付託 

日程第 26 議案第６号 平成２２年度まんのう町簡易水道特別会計補正予算案第１号  建設経済常任委員会付託 

日程第 27 意見書第１号 私学助成の拡充発展に関する意見書案       教育民生常任委員会付託 

日程第 28 意見書第２号 私学助成の充実に関する意見書案           教育民生常任委員会付託 

一般質問は、９月１７日、２１日の本会議にて行います。     

以上の日程で、意見の一致を見、午後０時、委員会を閉会いたしました。     

以上で、議会運営委員会の報告を終わります。     

 これをもって、議会運営委員会の委員長報告を終わります。 

ただ今の委員長報告に対する質疑はありませんか。 

 （「なし」の声あり）

 質疑なしと認めます。

 これをもって、質疑を終了いたします。
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日程第２

日程第３

日程第４

大岡議長

栗田町長

日程第２ 会議録署名議員の指名を行います。 

会議録署名議員は、会議規則第１１９条の規定により議長において、１１番 大西樹君、１２番 藤田昌大君を指名いたします。

 日程第３ 会期の決定の件を議題といたします。 

 お諮りいたします。 

本定例会の会期は、本日から１０月５日までの２０日間といたしたいと思います。 

これにご異議ありませんか。 

 （「なし」の声あり） 

 異議なしと認めます。 

 よって会期は２０日間と決しました。 

 日程第４ 町政報告を行います。 

町長 栗田隆義君。 

 それでは、６月定例議会以降の町政報告をさせていただきます。 

 まず、７月１１日に執行されました参議院議員選挙では、与党の敗北により再び与野党にねじれ現象が起きることとなりました。

未だ世界的な不況から脱していない我国において、政治経済の停滞は、相変わらず先が見えず、疲弊した私ども地方にとって一刻

の猶予もなく、非常に厳しく憂慮すべき状況であると考えております。今後、国の方針がどのように進められていくのか、大変不

透明感が強い現在、一掃の行財政改革を推進していく所存でございます。

 ８月２９日には香川県知事選挙が執行され、真鍋知事の後任として浜田新知事が決まったことから、新たな県の成長戦略が積極

的に展開されることを期待するところでございます。

また、三位一体の改革の流れに沿って地方分権推進が着実に進んでおりますが、残念ながら財源の裏付けが十分でなく、香川県

には一層の支援を強くお願いする所存でございます。

 国際交流事業による、中学生海外派遣事業につきましては、昨年は新型インフルエンザ拡大の影響により直前で中止となりまし

たが、本年は特に問題もなかったことから、昨年の派遣予定者を合わせた３９名がシンガポールへ８月１８日から２３日までの５

泊６日の海外交流に参加いたしました。帰着式では皆元気で、一回りたくましくなった感があり、外の世界に触れ合った感動と語

学の大切さ必要性を肌身で体験してもらえたものと思います。

 ハード事業の主なものとしては、２１年度の繰越事業で地域活性化・経済危機対策交付金事業として７月２３日に琴南小学校ラ
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栗田町長 ンチルーム新築工事を、同じく８月１８日に繰越事業のきめ細やかな臨時交付金事業で火葬場へのアクセス道路であります町道西

深田・五毛線改修工事を発注いたしました。

また、皆さまにご心配を掛けておりました、かりん温泉跡地利活用の健康生きがい支援センター改修工事においても８月１２日

に入札をおこないまして、早ければ年内にリニューアルを行い、新年度からの事業展開の準備を進めていくところでございます。

また、満濃中学校改築事業につきましては、先の全員協議会でもご審議をいただきましたように、ＰＦＩ手法導入可能性調査を

経て、度重なる検討を行い、充分議論の末、現在の方針で進めていくことで合意をいただきましたので、最終調整の要求水準書を

作成し、募集要項等を公表の後、事業者の募集を行う手続きに入ることとなります。

ソフト事業分野では、８月１５日に成人式がまんのう町町民文化ホールで、１３６名の参加をいただき盛大に開催されました。

次世代を担う若者のバイタリティ溢れる熱気を感じることができ、我まんのう町の将来に大きな期待を実感しているところでござ

います。

また、９月は１５日から老人週間です。今年も来週の２３日に、町主催の３地区合同敬老会を丸亀市のアイレックスで開催予定

となっております。一人でも多くのお年寄りにご参加いただき、楽しい一日をお過ごしいただければ幸いと存じます。昨年の９月

議会では、町内の９５歳以上の方が１０４名、うち１００歳以上が１３名と申し上げましたが、本年は９５歳以上が１０１名、う

ち１００歳以上が１６名との報告を受けております。

イベントでは、７月１８日に仲南帆山地区でひまわり祭りが開催されました。今年は開花時期に雨が多かったため、生育に少し

バラつきがあったように思います。８月２２日には仲南地区町民バレーボール大会が昨年より多い１０１チーム、６５８名の参加

をいただき、猛暑を吹き飛ばす熱戦が繰り広げられました。８月７日にまんのうフェスティバル、８月１３日に琴南サマーフェス

タがそれぞれ開催され、近年では最高と思われる人手を数えることができました。

防災関係では、琴南野口地区において土砂災害を想定した情報伝達訓練と避難訓練、及び土のうづくり・ロープの結束訓練を実

施いたしました。

また、国際交流協会が外国人を対象に消火訓練・救急救命訓練を実施いたしました。１０月には神野地区において、地震を想定

した避難訓練と救急救命訓練を実施する予定でございます。各地域、団体また学校等においても、仲多度南部消防本部の職員を派

遣していただいての防災訓練を実施いたしております。

財政状況につきましては、平成２１年度決算認定をお願いしておりますが、普通会計の決算状況では実質単年度収支６億３０４

万９千円の黒字、実質公債比率は１１．２％で対前年比１．５ポイントの改善となっております。



7

日程第５

栗田町長

大岡議長

谷森総務

常任委員長

また、他の財政状況を表す指標につきましても、いずれも改善をいたしておるところでございます。今後とも、財政基盤の安定

化に努めてまいりますのでご理解、ご協力の程をよろしくお願い申し上げます。

以上でございますが、６月定例議会以降の町政の一端をご報告申し上げました。

なお、お手元に町政報告をご配布いたしておりますので、お目通しいただきますようお願いを申しあげます。

 町政報告を終わります。

 日程第５ 所管事務調査の委員長報告の件を議題といたします。

 総務常任委員会の所管事務調査について委員長の報告を求めます。

総務常任委員長 谷森哲雄君。

それでは、総務常任委員会委員長報告をいたします。 

去る９月３日、午前９時３０分より、第１委員会室におきまして委員６名、議長同席のもと執行部より、町長、副町長、所管課

長全員の出席により総務常任委員会を開催いたしました。 

町長挨拶の後、所管事務調査にはいり、総務課長より、町内各地での交通安全、消防団に関する事業報告、火災に関しては６月

から８月までで３件の火災が発生しており、また、救急出動状況については６月から８月までで２６６件の出動、また、交通事故

の発生状況については６月から８月までで７２件の人身事故、１７７件の物損事故の報告がありました。 

また、参議院選挙、先日の香川県知事選挙の町内の投票率の報告がありました。 

委員より、期日前投票の投票所について投票率をあげるため、本庁だけでなく各支所でも実施するべきではないかと意見があり、

執行部より、投票率の向上については選挙管理委員会の使命であるので、手法を検討する必要があると考えており、次の選挙管理

委員会で協議するとのことでした。 

委員より、選挙の掲示板の再利用についての質疑があり、執行部より、まんのう町の場合は現在、掲示板をリースしており、業

者とは１回の掲示ごとの契約をしている。掲示板の経費は、国政選挙及び県関係については、すべて国費、県費でまかなっており、

町としての支出行為は発生しないが、少しでも無駄を無くし、経費削減を考えていかなければいけない。今回のケースのように選

挙期間が近い場合は、契約方法等を検討していきたいとのことでした。 

次に企画政策課長より、総合計画、過疎地域自立促進計画、地域公共交通対策事業進捗状況、福祉タクシー券助成事業の利用状

況、廃校舎の利用状況、情報基盤整備事業の実績、長尾会館運営状況、出資法人関係、国際交流協会関係事業等の報告がありまし

た。 
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谷森総務

常任委員長

中讃テレビの加入率は再送信を含み２，５２４戸、４０．７％であり、一般家庭６，２００戸を対象としている。インターネッ

ト３７．２％、光電話２７．８％との報告がありました。 

委員より、総合計画進捗状況の提示について質疑があり、執行部より、現在、各課ヒアリング中であり、取りまとめ次第ホーム

ページに掲載する予定とのことでした。 

委員より、過疎地域自立促進計画についての議会の審議の時期について質疑があり、執行部より、県との法定協議の前に実施す

るとのことでした。 

また、委員より、中讃広域行政事務組合の情報システムの町の負担額について質疑があり、執行部より、先般の組合議会により

負担方法が協議されたとのことでした。 

また、委員より、中讃広域情報システムのサーバー型コンピューター導入について質疑があり、執行部より、今までの汎用型が

維持できなくなり、サーバー型の導入が必要であるとのことでした。 

委員より、地域公共交通協議会が運行するデマンド乗合タクシーの改善について質疑があり、執行部より、改善点については公

共交通協議会にて審議し改善しており、改善内容については仲南タクシーと満濃タクシーの共通乗入れ部分の設定、デマンドタク

シー運行時間の変更があり、今現在、問題になっている事項も協議会にて審議し解決していくとのことでした。 

委員より、デマンドタクシーの国庫補助金の期間と補助終了後の経費の試算について質疑があり、執行部より、国庫補助は２３

年度で終了し、経費については２，５００万から２，６００万円を試算しており、今後は外部委託等を検討していくとのことでし

た。 

委員より、自治会組織の改善についての質疑があり、執行部より、町政懇談会、各自治会からの問題点については担当課で検討

し、解決できている状況である。色々、課題はあるが旧町来の組織を維持していくことを考えているとのことでした。また、町と

しては、まず新しく住所を移された方に住民生活課の方でパンフレット等を利用して自治会への加入を指導していくとのことでし

た。 

委員より、集合自治会の提案があり、執行部より、連合自治会長会と議員会の意見交換会を考えているので、その中で提案をお

願いしたいとのことでした。 

次に税務課長より、納税通知書を７月１０日に発送し、内訳として国民健康保険税２，９７３件、調定額約４億２，２００万円、

介護保険料６，１１４名、調定額約３億４，０００万円、後期高齢者保険３，７４０名、調定額約１億５，５００万円との報告が

ありました。 
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日程第６

谷森総務

常任委員長

大岡議長

高木教育

民生常任

委員長

委員より、滞納者の住民サービスの制限について質疑があり、執行部より、給食費、保育料等税以外の滞納状況も一括管理でき

るシステムの導入を考えており、来年４月から、ひとつからでも実施していきたいとの回答がありました。 

委員より、中讃広域の債権管理機構へ移管している人数、金額について質疑があり、執行部より移管人数６２３名、金額約１億

３，０００万円であるとのことでした。 

次に会計室より、町監査委員による平成２１度の定期監査、決算審査を受けたとの報告がありました。 

次に琴南支所長より、５地区の連合自治会の役員会、ことなみサマーフェスタの開催等の報告がありました。 

次に仲南支所長より、自治会公民館長、訂正いたします。自治公民館長・主事会、仲南地区町民バレーボール大会開催などの報

告がありました。 

委員より、行政・心配事相談の対応者ついて質疑があり、執行部より、行政相談員１名、民生委員児童委員２名が対応している

とのことでした。 

以上、所管事務調査を行い、午後１時２５分委員会を閉会しました。 

以上で、総務常任委員会の委員長報告を終わります。

これをもって、総務常任委員会の所管事務調査に関する委員長報告を終わります。

ただ今の委員長報告に対する質疑に入ります。

 質疑はありませんか。

 （「なし」の声あり） 

 質疑なしと認めます。 

 これをもって質疑を終了いたします。 

 日程第６ 所管事務調査の委員長報告の件を議題といたします。

 教育民生常任委員会の所管事務調査について委員長の報告を求めます。

教育民生常任委員長 髙木堅君。

それでは、ただ今から教育民生常任委員会の委員長報告を行ったらと思います。 

去る９月６日、午前９時３０分より、第１委員会室において、委員５名、議長同席のもと執行部から、議長、副町長、教育長、

総務課長、所管課全員の出席により、教育民生常任委員会を開催いたしたわけでございます。議題につきましては、所管事務調査

について、その他でございます。 
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高木教育

民生常任

委員長

町長挨拶のあと、琴南支所長より、内科、歯科診療所の診療状況の報告があり、委員より、昨年と比較についての質疑があり、

執行部より４月から７月分の４ヵ月分については、内科、歯科とも診療報酬が減少しているとのことでございます。 

住民生活課長より、住民異動状況、人口・世帯数、総合案内窓口の状況、ごみ収集の状況、火葬事業、し尿処理事業、補助金の

実施状況等の説明があったわけでございます。   

委員より、戸籍上生存高齢者の問題についての質疑があり、執行部より、戸籍は住民票とは違い、市町独自で削除を行える権限

がないために、現在、削除を行うための対応を法務局との協議を行っているが手続きが煩雑であり、事実関係の確認にも相当の時

間を要するために、一気に解決できるものではないが、ひとつからでも処理していくよう、現在準備を進めているとのことでござ

います。 

また、委員より、火葬場の職員についての質疑があり、執行部より、民間委託しており、丸亀市の株式会社五輪と単年度で契約

しているようでございます。 

また、委員より、えひめＩ２の講習会について質疑があり、執行部より、地域の婦人会等から依頼を受けて職員が講習を実施し

ているとのことでございます。 

また、委員より、資源ごみ、可燃ごみ、不燃ごみの種類により、収集箇所数の違いがあるが統廃合はできないかとの質疑があり、

執行部より、ごみ収集場所は自治会内で地域の実情を考慮した結果においての要望のあった場所へ収集を行っている。一部の地域

においては、ごみの種類によって収集場所に違いがあり、自治会と協議したいとのことでございます。 

また、委員より、最終処分場のエコランド林ヶ谷の下流域にある新林ヶ谷池の水を利用している追上地区の水田が塩害を受けて

いることに対し、管理者である中讃広域がどのような対策を行っているのか、また、地元まんのう町としての対応についての強い

質疑があり、執行部より、管理者である中讃広域行政事務組合に対し、原因である焼却灰及び施設の改善等の要望をしており、塩

害等の問題については、ただ一課が窓口となり対応しているが、この問題は重要であり、全庁的に取り組みがなされなければ解決

はできるものではないとのことでございます。 

午後からエコランド林ヶ谷、下大口のポンプ場、奥谷池の現地調査を行ったわけでございます。 

次に福祉保険課長より、乳幼児医療、母子医療、重心医療等の福祉医療の給付状況及び国民健康保険等の医療給付状況、後期高

齢者医療公費負担の状況、特定検診進捗状況、子ども手当、児童手当支払いの状況、スライドを使って詳しい町の医療費、また財

政の状況等の説明等を行っていただいたわけでございます。 

委員より、ジェネリック医薬品の住民への周知についての質疑等があり、執行部より、来年以降、住民に今使っている薬からジ
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高木教育

民生常任

委員長

大岡議長

藤田議員

ェネリック医薬品に切換えたら医療費が下がる内容の通知を送付して啓発を行うとのことでございます。 

健康増進課長より、行事報告、介護保険事業状況報告、特定健康診査受診者数、健康生きがい支援センターの状況、中讃圏域健

康生きがい中核事業の状況、温泉送迎バス乗車人員状況、かんたんフィットネス参加者の状況等の説明があったわけでございます。

委員より、中讃圏域健康生きがい中核事業における塩入健康センターの利用についての質疑があり、執行部より、塩入健康セン

ターは、高齢者の健康づくりのための施設であり、すでに器具等を一部搬入している経緯もあり、高齢者が気軽に使える器具を新

しく導入することにより、利用が見込めるとの説明でございます。 

次に学校教育課長より、主要行事報告、高篠幼稚園園舎増築工事についての詳しい説明があり、委員より、高篠幼稚園園舎増築

工事における用地の買収についての質疑があり、執行部より、地権者との話が前向きに進んでおり、専門家に土地の鑑定評価をし

てもらうとの状況でございます。 

次に社会教育課長より、人権教育、社会体育、高齢者教育、女性教育、青少年教育、家庭教育、芸術文化、文化祭、公民館、国

際交流等の行事報告、公民館月別実績、児童館利用状況の報告がありました。 

委員より、公民館の管理についての質疑があり、執行部より、公の施設なので、原則的には町が管理人を置かなければならない

が、地域の利用の実態もあるので、利用者からの管理の申出があった場合については、検討していくとのことでございます。 

また、委員より、森のコンサートの予算について質疑があり、執行部より、森のコンサートは国費と町費で今まで実施してきた

が、国の直接支払事業が昨年度で終了し、今年度より町の単独の開催になるために予算が減額しており、今後は工夫して開催して

いくとのことでございます。 

以上で所管事務調査を行い、午後５時１５分に委員会を閉会いたしたわけでございます。 

これで、教育民生常任委員会の委員長報告を終わります。 

これをもって、教育民生常任委員会の所管事務調査に関する委員長報告を終わります。

ただ今の委員長報告に対する質疑に入ります。

 質疑はありませんか。

 １２番 藤田昌大君。 

 １２番、藤田です。学校教育について１点だけ。 

先般ですね、６月議会の一般質問に対する関連だと思いますんで、ちょっと質問させていただきます。と、申しますのは、南小

学校の問題でね、一応、押さえとったつもりですが、新聞報道されました。そういった中でですね、委員会へどういう報告された
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藤田議員

大岡議長

高木教育

民生常任

委員長

大岡議長

本屋敷議員

大岡議長

髙木教育

民生常任

委員長

のか、ちょっとお聞きしたいと思います。今、委員長の方から報告がありませんでしたので、私が一般質問の中でですね、議会に

対する報告はして欲しい言うことを言ってます。別に、問題にするつもりはありませんけれども、議会とですね、執行部との信頼

関係の中でですね、疑問な点がありますので、ぜひ、私の一般質問の中でですね、出た部分が新聞報道された、そういった部分で

ですね、やはり教育民生常任委員会については、どういう経過を報告していただいて、どうなっているかのというですね、報告が

あればと思いまして、教育民生常任委員長にですね、ちょっとお伺いします。 

１６番 髙木堅君。 

藤田議員さんの今の質問ですが、委員会での教育委員会からの報告等はございませんが、私も教民の委員長として、教育長さん

には、何度も色々な、今現在の、今までの状況等を伺っております。なお、今の段階での状況では、どうこう私の方から言う立場

でございませんので、そのへんをご理解お願いしたらと思います。 

（分からんかった言うたけん、それでええ。） 

他に質疑は。 

５番 本屋敷崇君。 

すいません、２点ほどお伺いしたいのですが、先ほど町政報告の中で町長の方からもお話があった、かりん温泉の改修工事です

が、予算額においては６，５００万の額がついているんですけれども、５，０００万以上の金額は議会に諮るという部分において、

議会の方には諮られてませんので、その工事金額というのが、５，０００万を超えていないということ、入札によって超えなかっ

たのかどうかということ、まず１点。 

あともう１点がですね、高篠幼稚園の増築工事の話がありましたけれども、予算時には５，０００万という予算をつけてきまし

てですね、それちょっとおかしいんではないですかというお話があったんですが、その後予算が通った後に当然設計等が入ったと

思いますが、それにおいてですね、予算の変動があるのかどうかとか、そういった部分について、説明があったのかと言う２点、

よろしくお願いします。 

１６番 髙木堅君。 

まず、かりん温泉、元かりん温泉の改修の件についての、工事関係に入っとるいうことは先ほど町長の町政報告にもありました

が、それは報告受けておりますが、予算金額云々については、今、これちょっと急に言われたんで、僕これ聞いておるか、おらん

かははっきり記憶してないんですが、今の進捗状況、また今の状況等はお聞きしたと思います。 

なお、本屋敷議員さんが言う、高篠幼稚園の５，０００万の予算云々の件の、計上している云々の図面等ができて、その説明等
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髙木教育

民生常任

委員長

大岡議長

本屋敷議員

大岡議長

髙木教育

民生常任

委員長

大岡議長

があるかないかというようなことであろうかと思いますが、その分は、その件については、十二分に、今、色々な説明は委員会で

は受けましたが、色々な面で細部に渡って、十分後で困らないようなことを十二分に検討してくれという委員の指摘等がございま

した。なお、この先ほど、私の報告の中でしましたが、用地関係については委員会で、前の委員会での委員からの質問等を十二分

にしておりますので、また、それを要望しておりますので、それに関して、もっと積極的に取り組まなくてはいけないんでないか

という強い要望といいますか、ご意見を促しております。なお、すっきりすることは、スピーディに物事は、スピーディに解決す

ることはしなさいよということと、前回に説明が教育課長の方から説明がありましたが、面積等云々、図面等を参考に今の荒々の、

今現在の図面等を契約を見していただいたわけですが、それに関して、前との平米数のかなりな増加、また内容の違い等がござい

ますので、ある程度はっきりした形での予算とかその分には、十分認識をしながら、また確認を取りながら、責任を持った説明を

してくれなくてはいけないということを言っております。当然、課長が説明したんと平米数もかなり違いますので、そのへんも十

分質疑しておりますので、ご理解のほどお願いしたらと思います。以上です。 

５番 本屋敷崇君。 

最初のかりん温泉の件ですけれども、教育民生常任委員会を傍聴さしていただいた時に資料として出たのかどうか忘れたんです

が、確か工事が２つに分れとってですね、何ですか、２つに分かれて発注されとった覚えがあるんですけれども、それで５，００

０万を超えないようにしているというふうに記憶しているんですが、その中でですね、下級審の方で５，０００万を超える工事を

２つに分けて発注することは違法であるというような判例が出とんですけども、そういったことが委員会の中で話し合われたのか

どうか。その点、話し合われてないのであれば、結構です。 

それとですね、高篠幼稚園の予算における面積が変わるということはですね、金額に対して面積が変わっていくのでは、予算と

してはおかしいのではないかという部分がありますので、そのあたり今後教育民生の方で納得のいくような資料を提出していただ

けるのかどうか。その２点よろしくお願いいたします。 

１６番 髙木堅君。 

極力、執行部の方に議会に分かるような資料の提出をお願いしたらと思います。 

なお、本屋敷議員が言われた、私もこれ忘れており、ちょっと記憶が薄らいでおりましたが、建築工事と設備工事とのあれを分

離発注、それぞれの形で分離発注で工事が進んでいるという報告を受けました。確か、そういうことだったと思います。 

他に質疑はございませんか。 

（「なし」の声あり。） 
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日程第７

大岡議長

藤田建設

経済常任

委員長

質疑なしと認めます。 

 これをもって質疑を終了いたします。 

 日程第７ 所管事務調査の委員長報告の件を議題といたします。

 建設経済常任委員会の所管事務調査について委員長の報告を求めます。

建設経済常任委員長 藤田昌大君。

建設経済常任委員会の委員長報告を行います。    

去る９月２日、午前９時３０分より、第１委員会室におきまして、委員全員による委員会の事前の打ち合わせを行い、午前９時

４５分より、委員全員、執行部より、町長、副町長、総務課長、所管課長全員の出席により、建設経済常任委員会を開催いたしま

した。議題につきましては、所管事務調査、その他であります。 

栗田町長挨拶のあと、産業経済課長より、農業委員会定例会の開催状況の報告。農林振興関係として、戸別所得補償モデル対策

作付確認を普及センター、農協、共済組合と一緒に８月６日・９日から１１日の４日間実施。稲作文化伝承事業として、実行委員

会を６月３日に、田植式を６月２６日に実施し、抜き穂式を９月２５日に実施する予定との報告がありました。グリーン・ツーリ

ズムの推進事業として、島ケ峰地区そば栽培体験に３９名の申込みがあり、説明会を７月２５日に開催。琴南地区林業推進委員会

を６月９日、１０日に開催し、補助事業の概要説明等を実施。農業用軽油免税証の交付申請を８月１０日、１１日、２０日の３日

間に本庁・支所にて実施。中山間地域等直接支払制度説明会を仲南地区７月２９日、満濃地区３０日、琴南地区８月２日に開催し、

第３期対策についての説明を実施したとのことであります。 

商工観光関係として、商工委員会を７月５日に開催。第３４回まんのうフェスティバルを８月７日、８日に開催。高松空港での

空の駅かがわオープニングセレモニーが７月１３日に行われ、町の特産品の展示をしているとのことであります。瀬戸内国際芸術

祭市町の日イベントに参加し、７月２４日、２５日、３１日、８月１日にサンポート高松において、町の特産品等の出展販売を実

施。ハローワークから出張就業相談会が８月２６日に役場であり、相談者は１７名あったとのことであります。その他各行事の実

施予定と、かりんの丘公園、かりん会館、かりん亭の利用状況の報告がありました。 

委員より、農地法３条、４条、５条の内容について質疑があり、執行部より、３条は農地を農地としての貸借、売買、４条は所

有者本人が農地を他のものに転用、５条は農地転用に伴う売買、貸借するとのことでした。 

また、委員より、農地の売買、貸し借りの状況について質疑があり、執行部より場所にもよるが昔に比べ売買単価は下がってき

ており、賃借料については少額の事例が多くなっているとのことでありました。 
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藤田建設

経済常任

委員長

委員より耕作放棄地についての質疑があり、農業委員会では耕作放棄地のパトロールにて調査、指導を実施し、耕作放棄地の解

消に努めているとのことでありました。 

委員より、有害鳥獣の関係でアライグマの被害状況についての質疑があり、執行部より、県下において東讃から広がってきて西

讃、三豊地域にも出て来ており、対応策として箱わなを貸出しているとのことでした。 

委員より、空の駅と芸術祭の対応についての質疑があり、執行部より、町より各種団体を募り対応しているとのことでありまし

た。 

次に、建設土地改良課長より、下水道、集落排水使用料、接続件数、町内主要ため池貯水状況、工事関係について報告がありま

した。 

工事関係については、土地改良関係では町事業主体の単独県費補助の仲南地区春日久保農道改修、平山２号農道改修、追上水路

改修が１０月以降発注予定とのことでありました。 

林務関係では、開設事業の琴南地区、笠形線が６月１６日発注、仲南地区の塩入三野線が１０月以降発注予定。改良事業の仲南

地区塩入三野線が８月１２日発注、琴南地区家六線が１０月以降に発注予定。治山事業の仲南地区生間が８月５日発注とのことで

ありました。 

土木関係では、平成２１年度繰越事業の琴南地区の造田六地蔵線が現在進捗中であり、公共県単では仲南地区の町道帆山本目線

が８月１１日に発注、満濃地区の樫林佐岡線、仲南地区の追上地区国道３２号線改良に伴う造成工事が１０月以降発注予定。地域

活性化・きめ細かな臨時交付金事業としては、満濃地区の町道西深田・五毛線改良工事が８月１８日に発注とのことでありました。

また、都市計画関係の満濃池周辺整備では町道五毛線改良工事。 

建築関係では、長尾団地の改良住宅水洗化改修工事等が１０月以降発注予定であるとの報告がありました。 

委員から、町道西深田・五毛線改良工事における火葬場の使用について質疑があり、執行部より、仮設の駐車場を準備して対応

するとのことでありました。 

次に、地籍調査課長より、本年度の計画等について説明がありました。 

委員より、研修参加の基準についての質疑があり、執行部より、初任者で経験のない職員とのことでありました。 

委員より、一筆現地調査の対象住民への連絡について質疑があり、執行部より、通知に日程表を添付しており、また直接電話で

も対応しているとのことでありました。 

次に、かりんの丘公園、ほたるみ公園等の管理状況等の現地調査を行いました。 
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藤田建設

経済常任

委員長

大岡議長

三好議員

次に水道課長より、満濃池の貯水状況は８０％の１，２４１万トンであり、地蔵前ダムの貯水状況は８４％の７５，８００トン

である。昨年度に自己水源対策事業で実施した、照井地区の井戸からは日量４００から５００トンの取水をしているとのことであ

りました。 

一昨年より住民の方々にご迷惑をおかけしました、満濃池を原水としている高屋原浄水場の臭気については、本年７月より高度

浄水処理施設を使用して、安全でおいしい水を配水しているとのことでありました。 

また、２２年度の工事発注状況については、昨年度に引き続いて行っている石綿管更新事業を、真野地区光教寺から東の町道に

ダクタイル管Ф１００から１５０を１，４００ｍ施工予定。また、造田地区導水管敷設工事についてもФ７５を４００ｍ施工予定

で計画しており、いずれも現在設計業務を発注している。工事の発注は１０月頃を予定しているとの説明がありました。 

委員より、石綿管更新の工事実施方法について質疑があり、執行部より、４工区にわけて実施するとのことでありました。 

委員より、高度浄水処理施設の職員の対応について質疑があり、執行部より、職員が全員対応できるように準備しているとのこ

とでありました。 

以上、所管事務調査を行い、午後３時委員会を閉会いたしました。 

以上で、建設経済常任委員会の委員長報告を終わります。 

これをもって、建設経済常任委員会の所管事務調査に関する委員長の報告を終わります。

ただ今の委員長報告に対する質疑に入ります。

 質疑はありませんか。

 １３番 三好勝利君。

 もう、毎度毎度おんなじことで、ほんとに子どもの使いじゃあるまいし、もう近所の人に笑われて、今朝も笑われて、ほんとに

布団かぶって寝ようかなと思うような状態なんですよ。皆さん知っておられると思いますけど。今の建経の委員長の報告の中に、

山の中、それから五毛線、これもいるでしょう。日に５台、１０台通ってもやっぱり、道路は道路。年に１台通っても道路は道路。

朝から晩まで何百台、何十台という方が通って、毎日泣いておるわけですよ。その分が委員会に出なかったと、私は今報告で聞い

ております。執行部もどのように考えておられるのか。執行部に聞いても、これは委員長の質問ですけど。いや、本当に。それで、

結局最近は、近くで、例の近くでやっております。社会資本整備なんとかかんとか言う補助金です。これは何の補助金なと。どこ

ぞ外国から来た分の補助金なと。分からん人は。何でなと。横やって、こっちは何で一番困っとるとこでけんのなと。今やっとる

とこも、着工しとるとこもそら必要でしょうと。一番皆さんが泣いて沸いて、４年間泣き続けてきたとこの分は何を考えとんじゃ、
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三好議員

大岡議長

藤田建設

経済常任

委員長

大岡議長

三好議員

行政はと。はっきり言うて、言われとんですよ。ほんと。今朝それで遅れて来たんです。国、県へ要望はしてあります。ただ、地

域の人はさっきも言うたように、どこぞ外国からの補助金でこれはでけんのですか、と。すべてお金は国から、県から来るんじゃ

ないですかと。それは誰が出すんですかと。総理大臣が出すんですか。町長が負担するんですか。議員が負担するんですか。これ

はすべて税金でまかなえる。税金でまかなうんだったら、地元の人は別にＡと言う補助金だろうが、Ｂと言う、Ｃと言う補助金、

それは関係ないと。はっきり言うて。まあ、一般質問出してありますけど、ね。そういう考えなんですよ。町はこの４年間なり、

また５年に入りながら、なおかつまだ具体的なあれが出ない。この１０月に陳情があるそうですけど、それまでは待ってくれと言

うとる。いつまで待たすんやと。あんた、後何年議員するんやと。もう辞めたらええんと違うかと。はっきり言うて言われてます。

そらそうでしょう。あれぐらいの道路の整備ができない。憲法違反、法律違反。そんなに違反してない分のあれが、できないとい

うのは人間の感情だけなんですよ。はっきり言うて。地元の人は本当に泣いてますよ、これ。私はこれで５回も６回も１０回も、

おそらくまた他の議員さん、またあれを言いよんかと。やっぱりやるまで、やはり住民が安心して渡れるまでは、やっぱり、やる

のがやっぱり地域の私は議員としての役目だと思うんです。この大事な建経の委員会にそれが出なかったか、どうか。出たけども

うちょっと待ってくれと言われたのか。それとも山の中もすべていります。だけど、どれを最優先として、町としては取り組んで

いくのか、委員長ちょっと報告お願いします。

１２番 藤田昌大君。

三好議員さんの質問にお答えします。

 県道丸亀三好の改善工事でありますので、まんのう町建設経済常任委員会の所管でありませんので、この所管、委員長報告には

ありません。ただ、委員会の委員としては、みんな関心持ってましたんで、持ってますので、この委員会以外にですね、そういっ

た今の現状もですね、聞きながら対応していることは事実でありますので、一切委員会としては対応してない言うことはありませ

ん。ただ、委員長報告の中にですね、する分ではないだろうということで、あえてしてないいうことを報告しておきます。以上で

す。

１３番 三好勝利君。

 委員長の本当に辛い立場いうのはよう分かった上での質問でございます。

ただし、辛いかどうか、県のもんじゃ、国のもんじゃ、町とはまあ、管轄と言うならば、町内にあるのは、やはりある程度は町

がやっぱり積極的に責任を持って、解決して乗り込んで行いかなんだら、なんもできんと思います。以上です。返答は、これ皆さ

ん聞いとるわけで、十分聞いとってください。返事は結構です。
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日程第８

大岡議長

本屋敷満濃

中学校改築

調査特別

委員長

 他に質疑はございませんか。

（「なし」の声あり） 

それでは、議場の時計で１０時５０分まで休憩をいたします。 

訂正、訂正します。１０時５５分まで。                          （休憩 午前１０時４０分）

 休憩を戻しまして会議を再開いたします。                         （再開 午前１０時５５分）

日程第８ 満濃中学校改築調査特別委員会の委員長報告の件を議題といたします。

満濃中学校改築調査特別委員会の委員長の報告を求めます。 

満濃中学校改築調査特別委員会委員長 本屋敷崇君。 

満濃中学校改築調査特別委員会の委員長報告を行います。 

去る７月２９日、午前９時３０分から正午にて、第１委員会室におきまして、委員５名、議長同席のもと執行部より、町長、副

町長、教育長、総務課長、建設土地改良課長、学校教育課長、満中改築対策室職員の出席により、満濃中学校改築調査特別委員会

を開催いたしました。 

また、去る８月９日、午前９時３０分から正午にて、第１委員会室におきまして、委員５名、議長同席のもと執行部より、満中

改築対策室職員の出席により、満濃中学校改築調査特別委員会を開催いたしました。 

さらに、去る８月１８日、午前９時より、委員４名、議長、議員３名、執行部より、満中改築対策室職員の参加により丸亀市市

立飯山図書館、中央図書館、善通寺市立東中学校、三豊市立高瀬中学校の視察研修を実施いたしました。 

さらに８月３０日、午前９時３０分から正午にて、第１委員会室におきまして、委員６名、議長同席のもと執行部より、副町長、

教育長、総務課長、満中改築対策室職員の出席により、満濃中学校改築調査特別委員会を開催いたしました。 

特別委員会は、１０月当初には、参加しようとする事業者に対し募集要項等を公表する予定であるため、当委員会としては、要

求水準書の基となる、まんのう町立満濃中学校改築・地域開放施設整備計画が、実際にまんのう町の目指す中学校、社会教育、な

お及びに財政に対し整合性のあるものかの精査をする必要性、また、巨額の税金投資をする事業をどのように町民に周知していく

かを検討していく必要性から、緊急性を要するために開いてまいりました。 

主として、緊急を要するものの、新人議員さんも在籍する事からＰＦＩ事業の確認や検討委員会の検討した、まんのう町立満濃

中学校改築・地域開放施設整備計画を議員間で読み込む作業を主とし、８月１８日には、図書館、学校の視察として、丸亀市の２
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日程第９

本屋敷満濃

中学校改築

調査特別

委員長

大岡議長

大西豊特別

委員長

図書館及び善通寺市立東中学校、三豊市立高瀬中学校の視察を行いました。 

検討の中で、多くの議員の中から出た意見として、当事業における地元業者の育成という課題では、執行部説明では、ＰＦＩ事

業において、事業者選定の評価基準の中で、地元業者の活用が高い提案をした事業者の得点を高くすることや、ＰＦＩ事業特有の

銀行提携の中で、キャッシュフローのチェックにより、地元事業者への賃金の流れが確認できる点などから、従来方式による整備

と比べて地元業者の活用が劣るとは思えないとの説明がありました。 

また、まんのう町立満濃中学校改築・地域開放施設整備計画においては、検討委員会において財政面での検証がされていないた

めに、必要とされている整備が華美であり過ぎないのか等の不安があるという意見があり、現在、執行部の方で長期的な財政面、

費用対効果等の計算をしていると言う事であります。 

今後、その結果を基に満濃中学校、町民体育館、図書館に必要とされる設備を委員会でも検討をしていきたいと思っております。

町民に対する説明では、議員の中からも執行部に対しどうするのかという意見が出ていますが、町長よりそれは当然していきま

すという答えをいただいております。 

しかしながら、１０月当初に要求水準書が発表と言う事になれば、この９月議会中において、委員会を開催する必要性があると

考えております。 

以上で、満濃中学校改築調査特別委員会の委員長報告を終わります。 

これをもって、満濃中学校改築調査特別委員会の委員長報告を終わります。

ただ今の委員長報告に対する質疑に入ります。 

 質疑はありませんか。

（「なし」の声あり） 

 質疑なしと認めます。 

これをもって質疑を終了いたします。 

日程第９ 政策充実特別委員会の委員長報告の件を議題といたします。 

政策充実特別委員会の委員長の報告を求めます。 

政策充実特別委員会委員長 大西豊君。 

政策充実特別委員会の委員長報告を行います。 

去る７月２７日、午前９時３０分より、第１委員会室におきまして、委員全員の出席により、第１回政策充実特別委員会を開催
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日程第 12 
日程第 13 
日程第 14 
日程第 15 

大西豊政策

充実特別

委員長

大岡議長

いたしました。平成２２年第１回定例会で否決された、まんのう町政治倫理条例のこれまでの経緯の確認、内容について議論し、

今後はこの条例をたたき台とし、調査研究を行うことにしました。 

次回の委員会までに委員各自にて、調査研究することとし、午前１１時５０分委員会を閉会いたしました。 

また、去る８月１９日、午前９時３０分より、第１委員会室におきまして、委員全員の出席により、第２回政策充実特別委員会

を開催しました。まんのう町政治倫理条例の条文について検討しました。 

検討した内容については、次回の委員会までに委員各自において、調査研究することとし、午後０時３０分委員会を閉会いたし

ました。 

また、去る９月１０日、午前９時３０分より、第１委員会室において、委員全員の出席により、第３回目の政策充実特別委員会

を開催いたしました。前回から引き続いて、まんのう町政治倫理条例の条文について検討しました。 

次に、平成２２年第１回定例会で否決された、まんのう町議会基本条例のこれまでの経緯の確認、内容について議論し、今後は

この条例をたたき台とし、調査研究を行うこととしました。 

検討した内容については、次回の委員会までに委員各自にて、調査研究することにし、午後０時に委員会を閉会いたしました。

以上で、政策充実特別委員会の委員長報告を終わります。 

これをもって、政策充実特別委員会の委員長報告を終わります。 

ただ今の委員長報告に対する質疑に入ります。 

質疑はありませんか。 

（「なし」の声あり） 

質疑なしと認めます。 

これをもって質疑を終了いたします。 

日程第 10  認定第１号  平成２１年度まんのう町一般会計歳入歳出決算認定について            

日程第 11  認定第２号  平成２１年度まんのう町国民健康保険特別会計歳入歳出決算認定について  

日程第 12  認定第３号  平成２１年度まんのう町老人保健特別会計歳入歳出決算認定について

日程第 13  認定第４号  平成２１年度まんのう町後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算認定について

日程第 14  認定第５号  平成２１年度まんのう町介護保険特別会計歳入歳出決算認定について 

日程第 15  認定第６号  平成２１年度まんのう町診療所特別会計歳入歳出決算認定について  
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日程第 16 
日程第 17 
日程第 18 
日程第 19 
日程第 20 

大岡議長

栗田町長

日程第 16  認定第７号  平成２１年度まんのう町簡易水道特別会計歳入歳出決算認定について        

日程第 17  認定第８号  平成２１年度まんのう町下水道特別会計歳入歳出決算認定について        

日程第 18  認定第９号  平成２１年度まんのう町農業集落排水特別会計歳入歳出決算認定について  

日程第 19  認定第 10 号  平成２１年度まんのう町浄化槽整備推進事業特別会計歳入歳出決算認定について 

日程第 20  認定第 11 号 平成２１年度まんのう町水道事業会計決算認定について           

以上、認定第１号から認定第１１号までの１１案件について、会議規則第３７条により一括議題といたします。

提出者から提案理由の説明を求めます。

町長 栗田隆義君。

ただ今上程されました

認定第１号  平成２１年度まんのう町一般会計歳入歳出決算認定について            

認定第２号  平成２１年度まんのう町国民健康保険特別会計歳入歳出決算認定について  

認定第３号  平成２１年度まんのう町老人保健特別会計歳入歳出決算認定について             

認定第４号  平成２１年度まんのう町後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算認定について             

認定第５号  平成２１年度まんのう町介護保険特別会計歳入歳出決算認定について 

認定第６号  平成２１年度まんのう町診療所特別会計歳入歳出決算認定について            

認定第７号  平成２１年度まんのう町簡易水道特別会計歳入歳出決算認定について       

認定第８号  平成２１年度まんのう町下水道特別会計歳入歳出決算認定について        

認定第９号  平成２１年度まんのう町農業集落排水特別会計歳入歳出決算認定について  

認定第 10号  平成２１年度まんのう町浄化槽整備推進事業特別会計歳入歳出決算認定について 

認定第 11号 平成２１年度まんのう町水道事業会計決算認定について 

をご説明申し上げます。 

一般会計につきましては、歳入決算額が１０４億４，０６７万４００円、歳出決算額が９５億６，１９２万７，６９７円、歳入

歳出差引残額が８億７，８７４万２，０００円。すみません。歳入歳出差引残額が８億７，８７４万２，７０３円。翌年度への繰

越額としては７億３，０６１万７，７０３円、その内の３億７，０００万円は翌年度の基金繰入金でございます。財政調整基金に

は４億３，３００万円の積立を行っており、年度末基金残高は２２億９１，００万７，０００円となっております。また、年度末
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地方債残高は９９億９，８１０万１，０００円で、前年度比１億６，７８５万３，０００円の減となっております。 

理由といたしましては、平成２０年度末でかりんの丘公園整備事業及び１９年度繰越事業の行政情報告知端末整備事業が完了し

たことで、普通建設事業費に係る地方債の発行額が減少したためでございます。 

認定第１号から認定第１０号までは、地方自治法第２３３条第３項、認定第１１号については地方公営企業法第３０条第４項の

規定により監査委員の意見を付して、議会の認定をお願いするものでございます。 

なお、地方自治法第２３３条第５項の規定により、主要施策の成果報告書を併せて提出しておりますので、お目通しをお願いい

たします。要点説明につきましては、会計管理者及び水道課長より説明を行わせますので、よろしくお願い申しあげます。 

会計管理者 黒川永二郎君。 

失礼いたします。

それでは、ただ今上程いたしました認定第１号から第１０号までの、各会計毎の平成２１年度の決算額を説明をさせていただき

ます。

なお、平成２１年度の決算資料といたしまして、お手元に配布させていただいております、白い表紙の平成２１年度一般会計歳

入歳出決算書・歳入歳出決算事項別明細書・実質収支に係る調書、そして財産に係る調書をまとめた冊子及び平成２１年度主要施

策の成果に関する報告書、そして平成２１年度決算に伴う議会提出参考資料の綴り、その中には、各会計ごとの不納欠損額調書、

収入未済額調書、不用額調書をまとめてあります。以上の資料を参照していただき、内容説明につきましては昨年度までは、各会

計毎に、歳入歳出款の項目をすべて読み上げて決算額を報告しておりましたが、今回、会計毎の決算額を報告し、概要を補足しま

して、説明とさせていただいたらと思います。

なお、執行内容等の詳細につきましては、本日付託されました、それぞれの常任委員会等におきまして、各担当課長から説明・

答弁をさせていただきますので、よろしくお願いいたします。

それでは、歳入歳出決算書の１ｐをお開きください。

認定第１号、平成２１年度まんのう町一般会計歳入歳出決算についてでございます。

歳入決算額１０４億４，０６７万４００円、歳出決算額９５億６，１９２万７，６９７円で、歳入歳出差引残額が８億７，８７

４万２，７０３円でございます。うち、翌年度へ繰り越すべき財源としての１億４，８１２万５，０００円でございます。内訳は、

総務費関係で１億１，００１万１，０００円、農林水産業費関係で６６５万４，０００円、土木費関係で３，０８１万円、そして、

消防費関係で６５万円となっております。
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これらを差し引いた額が、翌年度への繰越額７億３，０６１万７，７０３円となります。２１年度の決算残額が、２２年度予算

にかかる補正財源等を見越しても、余剰金等が出ると思われましたので、地方自治法第２３３条の２の規定によりまして、余剰金

処分として、繰越額の２分の１以上にあたる３億７，０００万円を財政調整基金として積み立てることにいたしました。決算の詳

細につきましては、２ｐから２２４ｐにかけての歳入歳出決算書並びに決算事項別明細書に掲載のとおりでございます。

歳入につきましては、昨年度より５．７％の増額です。これは国の補正予算に関連した地域活性化の各種交付金、また定額給付

金給付事業費補助金等の追加によるものが主な要因でございます。歳出につきましては、昨年度より４．３％の伸びでございます。

主な要因は、歳入と同様に地域活性化交付金、定額給付金等に係る事業実施による臨時的な経費の増加によるものでございます。

続きまして、２２５ｐをお開きください。

認定第２号、平成２１年度まんのう町国民健康保険特別会計事業勘定歳入歳出決算についてでございます。

歳入決算額２２億２，９１０万１，２５１円、歳出決算額２２億８６８万１７５円で、歳入歳出差引残額は２，０４２万１，０

７６円でございます。同額が翌年度への繰越金となります。

決算の詳細につきましては、２２６ｐから２６４ｐにかけて、歳入歳出決算書並びに決算事項別明細書に掲載のとおりでござい

ます。歳入につきましては、昨年度より４．４％の減、歳出は１％の減でございます。

次に、２６５Ｐをお開きください。

平成２１年度まんのう町国民健康保険直診勘定歳入歳出決算についてでございます。

歳入決算額３，１１５万６６８円、歳出決算額同額の３，１１５万６６８円で、歳入歳出差引決算残額はございません。

決算詳細については、２６６ｐから２７８ｐかけての歳入歳出決算書並びに決算事項別明細書に掲載のとおりでございます。歳

入歳出ともに、昨年度より６．２％の増でございます。

次に、２７９ｐお開きください。

認定第３号、平成２１年度まんのう町老人保健特別会計歳入歳出決算についてでございます。

歳入決算額４，０７１万１，１８５円、歳出決算額３，５５１万１，７７９円で、歳入歳出差引残額が５１９万９，４０６円で

ございます。翌年度への繰越財源はございません、同額が翌年度の繰越額となります。

決算詳細については、２８０ｐから２９４ｐにかけての歳入歳出決算書並びに決算事項別明細書に掲載のとおりでございます。

歳入につきましては昨年度より９８．８％の減、歳出は８８．２％の大幅の減となっておりますが、ご承知のとおり、老人保健は

平成２０年度から後期高齢者医療制度へ変わることとなったために、平成２１年度分以降は、過年度分の精算を見込んだ予算とな
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ることから、大幅に減額となっているものでございます。

２９５ｐをお開きください。

認定第４号、平成２１年度まんのう町後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算についてでございます。

歳入決算額２億５，７９４万７，５５１円、歳出決算額２億４，８７２万２２９円で、歳入差引額が９２２万７，３２２円でご

ざいます。翌年度への繰越財源はございません。同額が翌年度繰越額となります。

決算の詳細につきましては、２９６ｐから３１０ｐにかけての歳入歳出決算書並びに事項別明細書に掲載のとおりでございま

す。歳入については、昨年度より４．１％の増、歳出についても４％の増となっております。

次に、３１１ｐをお開きください。

認定第５号、平成２１年度まんのう町介護保険特別会計歳入歳出決算についてでございます。

歳入決算額２１億２，８７４万８，４１５円、歳出決算額２０億８，８３５万３，４６８円で、歳入歳出差引額が４，０３９万

４，９４７円でございます。翌年度への繰越財源はございません。同額が翌年度への繰越額となります。

決算詳細につきましては、３１２ｐから３５０ｐにかけての歳入歳出決算書並びに決算事項別明細書に掲載のとおりでございま

す。

次に、３５１ｐをお開きください。

認定第６号、平成２１年度まんのう町診療所特別会計歳入歳出決算についてでございます。

歳入決算額１億２，１５８万４，１００円、歳出決算額９，５４３万４，１４９円で、歳入歳出差引残額が２，６１４万９，９

５１円でございます。翌年度への繰越財源はございません。同額が翌年度への繰越額となります。

決算の詳細につきましては、３５２ｐから３６８ｐにかけての歳入歳出決算書並びに事項別明細書に掲載のとおりでございま

す。歳入につきましては昨年度より７．７％の減、歳出は２．１％の増となっております。

次に、３６９ｐをお開きください。

認定第７号、平成２１年度簡易水道特別会計歳入歳出決算についてでございます。

歳入決算額２億７，８１４万９，３８０円、歳出決算額２億５，７９５万５，７３５円で、歳入歳出差引額が２，０１７万３，

６４５円でございます。翌年度への繰越財源はございません。同額が翌年度への繰越額となります。

決算詳細につきましては、３７０ｐから３８６ｐにかけての歳入歳出決算書並びに事項別明細書に掲載のとおりでございます。

歳入につきましては昨年度より１％増、歳出については４．５％の増となっております。



25

黒川会計

管理者

次に、３８７ｐをお開きください。

認定第８号、平成２１年度まんのう町下水道特別会計歳入歳出決算についてでございます。

歳入決算額２億２３７万８２５円、歳出決算額１億９，７３１万３，４６０円で、歳入歳出差引額が５０５万７，３６５円でご

ざいます。翌年度への繰越財源はございません。同額が翌年度繰越額となります。

決算詳細につきましては、３８８ｐから４０６ｐにかけて歳入歳出決算書及び決算事項別明細書に掲載のとおりでございます。

歳入につきましては昨年度より１０．９％の減、歳出は１２％の減となっております。

４０７ｐをお開きください。

認定第９号、平成２１年度まんのう町農業集落排水特別会計歳入歳出決算についてでございます。

歳入決算額２，８７８万５，８８５円、歳出決算額２，７９５万２，３９４円で、歳入歳出差引残額が８３万３，４９１円でご

ざいます。翌年度への繰越財源はございません。同額が翌年度繰越額となります。

決算詳細につきましては、４０８ｐから４１８ｐにかけての歳入歳出決算書並びに決算事項別明細書に掲載のとおりでございま

す。歳入につきましては昨年度から９．６％の減、歳出は１２．１％の減となっております。

次に、４１９ｐをお開きください。

認定第１０号、平成２１年度まんのう町浄化槽整備推進事業特別会計歳入歳出決算の認定についてでございます。

歳入決算額５，６８０万７，９１８円、歳出決算額５，６８０万７，９１８円で、歳入歳出差引残額はございません。従って翌

年度への繰越額もございません。

決算の詳細につきましては、４２０ｐから４３２ｐにかけて、歳入歳出決算書並びに決算事項別明細書に掲載のとおりでござい

ます。歳入、歳出共、それぞれ昨年度から３７．２％余り減となっております。この減額の主な要因は、市町設置型浄化槽整備補

助事業の廃止によるものでございます。

最後に、財産に関する調書を４２７ｐから４３３ｐにわたって掲載しておりますので、お目通しのほど、よろしくお願いいたし

ます。

以上で、認定第１号から第１０号までの説明を終わらせていただきます。

ご審議いただき、ご認定のほど、よろしくお願いいたします。

失礼いたしました。最後の財産に関する調書のページ数につきまして、４２７ｐと申しましたけれども、４３３ｐから４３９ｐ

の誤りでございますので、訂正させていただきます。よろしくお願いいたします。
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大岡議長

岡澤水道

課長

大岡議長

水道課長 岡澤勉君。                                               

それでは、別冊にあります平成２１年度まんのう町水道事業会計決算報告書についてご説明させていただきます。 

認定第１１号 平成２１年度まんのう町水道事業会計決算の認定についてでございますが、公営企業法第３０条第４項の規定に

より議会の認定を求めるものでございます。 

１ｐをお開きください。 

平成２１年度まんのう町水道事業会計決算報告書の収益的収入及び支出でございますが、このうち収入の部でございます。決算

額といたしましては、２億５，９０９万４，０５２円となっております。またそれに対します営業費用に要する支出でございます

が、決算額といたしましては２億１，８０６万８，５９８円となっております。 

２ｐをお開きください。 

資本的収入及び支出を明記しております。まず施設の整備に伴います資本的収入の金額の決算金額でございますが、５億７，８

１８万９，０００円でございます。支出済の金額でございますが、６億８，４２２万３，０５８円となってございます。差し引き

額１億０，６０３万４，０５８円不足するところでございますが、この不足額につきましては、下段に記入しておりますように、

消費税資本的収支調整額２，９７５万７，８２７円、また当年度損益勘定留保資金から７，６２７万６，２３１円を補填させてい

ただくものでございます。 

３ｐをお開きください。 

平成２１年度まんのう町水道事業会計損益計算書を明記してございます。税抜きで表示しています。１番の営業収益でございま

すが、２億３，８３５万１，７８７円。また２の営業費用でございますが、１億８，０７１万０，２６２円です。３の営業外収益

でございますが、９１３万１，２０５円でございます。また、それに対します営業外費用といたしましては、３，２３３万６，２

４９円でございます。５の特別利益についてはございません。また、６の特別損失でございますが、２１７万８，１７２円。これ

は不納欠損した金額でございます。従いまして、当年度純利益といたしましては、３，２２５万８，３０９円となってございます。

７ｐと８ｐをご覧いただきますと、７ｐから８ｐにつきましては、平成２１年度まんのう町水道事業会計報告書を掲げてござい

ますので、あとからお目通しいただけたらと思います。 

以上、報告とさせていただきます。よろしくお願いいたします。 

 これをもって、提案理由及びその内容の説明を終わります。

 質疑にはいる前に監査委員が議場におられますので、審査の報告をお願いいたします。
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大岡議長

三好監査

委員

大岡議長

谷森議員

大岡議長

齋部課長

監査委員 三好勝利君。

それでは、決算審査の報告を申し上げます。 

認定第１号から第１１号の決算審査報告。平成２２年９月１６日。

決算審査の報告を申し上げます。

地方自治法第２３３条第２項、同法第２４１条第５項、及び地方公営企業法第３０条第２項の規定により、審査に付された平成

２１年度まんのう町一般会計歳入歳出決算、同年度各特別会計歳入歳出決算、及び水道事業会計決算、並びに基金の運用状況を審

査した結果をご報告申しあげます。

去る８月２３日、２４日、町役場におきまして、増田代表監査委員さんと私で決算の審査をいたしました。

審査は、決算書、関係帳簿、証拠書類により行いました。

審査の結果につきましては、審査に付された歳入歳出決算及び書類は、いずれも関係法令に準拠して作成されておりました。

決算の計数につきましても、関係諸帳簿と照合した結果、正確であることを認めました。

また、基金の運用についても適正な運用がなされていることを認めました。

以上で、決算審査の報告を終わります。 

これをもって、審査報告を終わります。

これより、認定第１号から認定第１１号までの１１案件に対しての質疑にはいります。

本案件は、委員会付託を予定しておりますので、質疑はあくまでも総括的、大綱的な質疑に留めていただきたいと思います。

質疑はありませんか。

１７番 谷森哲雄君。 

総括的かつ基本的なことではないかと思うんですが、やはり決算書の掲載言うんですか、書き方のことでちょっとお尋ねするん

ですが、例えば、これ４３７ｐに基金の内訳があるわけでございますが、その中で、区分と言うところで、現金というふうに記載

されておるんですが、私が思いますのは、すべて現金でなくして、現金預金と、こういうような形で基金は積んでおるかと思うん

ですが、当然その預金も、例えば基金の７割か８割ぐらいは銀行への預金かなと思うんですが、この区分が現金になっております

ので、こういう掲示の仕方について、どういうような形でこうなっておるのかお尋ねいたします。 

総務課長 齋部正典君。 

谷森議員さんのご質問にお答えいたします。 
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齋部総務

課長

大岡議長

谷森議員

大岡議長

黒川会計

管理者

大岡議長

本屋敷議員

ページ４７３ｐにおける基金のこの区分が現金となっていると言うことで、通常でしたら預金とか何とか言う表示がいいのでは

ないかと思われてるんではないかと思っております。 

これはですね、区分的に会計上はですね、そういうのも含めて証書とかそういうのも含めて、現金という表示をさせていただい

ておりますので、よろしくお願い申し上げます。 

１７番 谷森哲雄君。 

非常にこう、具体的なことをお尋ねするんはどうかと思うんですが、もし差支えがなければ、例えば、どの程度預金で保管され

とんかなと。こういうその公言うんですか、の席ではあんまりこうお答えしにくいかとは思うんですが、もし差支えがなければお

尋ねいたします。 

会計管理者 黒川永二郎君。 

谷森議員さんのご質問にお答えいたします。 

先ほど総務課長の方からもご説明ありましたが、基金については原則現金で保管するということで、できるだけ安全かつ有利な

方法で運営するということになってございますが、現在、まんのう町での基金の保管につきましては、すべて金融機関に預金をし

ております。 

その中で、具体的な数字はまたあとで資料提出させていただいても結構ですので、半々に分けまして、いわゆる決済用預金、そ

れから、ご存知のようにペイオフの関係がございます。先般の日本振興銀行が破綻したような状況が起きるとも限りませんので、

原則的には決済用預金で全額しておけばいいのかなと思いますけれども、やはりそれでは利息の収入も何もございません。ただ、

いわゆる経済の状況とかそういうのを見ながら、ある程度は定期預金等で、また有価証券等で保管する方が安定的な利息の収入や

保管もできるかと言うことに思っておりますが、現在は金融機関へ決済用預金と定期預金で預けているというような状況で、だい

たい金額的には全体の４割程度が決済用預金で、あとの６割は定期で預金しております。 

５番 本屋敷崇君。 

資料についてなんですけど、平成２１年度決算に伴う議会提出参考資料で、不能欠損額調書と収入未済額、不要額の調書を出し

ていただき、ありがとうございます。 

それとですね、総合計画に伴う実施計画の年次目標の書類があるんですけれども、それで２１年度分と言うのがずっとあるんで

すが、それの達成度がどうなっているのかと言うのは当然、決算の書類と併せて出ていると思いますので、それの説明をお願いし

たいなと思うんですが、説明が長くなるんであれば、あとから書類として出していただけるようお願いいたします。 
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大岡議長

川田企画

政策課長

大岡議長

本屋敷議員

大岡議長

川田企画

政策課長

大岡議長

藤田議員

企画政策課長 川田正広君。 

本屋敷議員さんのご質問にお答えします。 

平成２１年度に係ります総合計画実施計画のですね、実績でございますが、ただ今、各課、町長ヒアリングを実施しておりまし

て、概ね１０月上旬ですべての課のヒアリングを終了したいと考えております。これにつきましては、実施計画にございます達成

指標以外にもですね、実施に係る、実績に係る詳細もヒアリングしてございますので、それも含めまして、整理した形でですね、

ヒアリング終了後に速やかにご報告できたらと思っております。 

また、町政報告にもございましたとおり、実績まとまりました折にはですね、町のホームページにも掲載する予定にしてござい

ますので、完成次第ご報告さしていただきますので、よろしくお願いいたします。以上でございます。 

５番 本屋敷崇君。 

今、課長の方から説明を受けたんですけれども、当然決算というのは前年度の予算が目的に合わせて執行されているかどうかと

いうの、の認定でありますからそん中において総合計画と言う、町の指針の中における、実施計画、それは言うたら達成度という

のは、お金を効果的に使っていくか使ってないかという部分においては、大きな指針になりますんで、できれば来年度からは決算

に合わしてですね、実施報告の達成度、総合計画におけるそういったお金、支出が適正にされているのかと言う部分を見るために、

出していただければと思いますんで、よろしくお願いします。 

企画政策課長 川田正広君。 

本屋敷議員さんの再質問にお答えします。 

今回のヒアリングにつきましては、２２年度の実施状況、またそれ以降の２４年度までの基本計画、前期分も含めまして、見直

しを行っておる関係がございまして、決算後相当な時間をいただいたわけでございます。そのへんご理解いただきまして、より分

かりやすい実施計画の達成状況を報告するためにも若干お時間いただいたところでございますが、次年度につきましては、より一

層ですね、合理的に事業も進めまして、なるべく早い時期に報告さしていただきたいと思いますので、よろしくお願いいたします。

以上でございます。 

他に質疑はございませんか。 

１２番 藤田昌大君。 

丁寧なですね、報告書でありますんで、あんまりしたくありませんけれども、昨年のですね、計画の中で、協議して欲しいとい

ったことでやったんですけど、残念ながらそれが受けれなんだという部分でですね、火災報知器の件であります。火災報知器ので
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藤田議員

大岡議長

齋部総務

課長

大岡議長

藤田議員

大岡議長

谷森議員

すね、総務費の総務管理費の火災報知器の部分でですね、２，９００万の不要額が出ておるようでありますけれども、これらにつ

いてはですね、した時にもっともっとですね、１件について２つ３つのですね、補助金が出ないのかという質問したと思うんです

ね。ですから、今の状況の中では、１家庭１箇所ではですね、火災報知器のあれが、現実に合わんのでないかということでですね、

１回希望があれば、無償と言うことは無いんですけれども、３分の１なり２分の１なりを補助金の減額をしながらですね、要望が

あれば付けて欲しいと言うことも申し上げとったんですけれども、そん中で、町長それは考えていないと言う答弁でありました。

こんだけのですね、相対的な部分からはどれが入っとるかわかりませんけれども、そのぐらいの予算は付いたんでないかなと、不

要額の額から言えますと。その分でちょっとご説明いただけたらと思いますんで、よろしくお願いします。 

総務課長 齋部正典君。 

藤田議員さんのご質問にお答えをいたします。 

この火災報知器につきましてはですね、各世帯に１つという話で動いております。最初に皆さん方に周知をしているのがそうい

う形で、どれだけの方が募集の申込みがあるかというのが読めません。全体の世帯数から把握して予算を組むわけですが、そこで

余りがどのぐらい出るだろうかとか、余る場合には例えば半額は補助するとか言うのは、設定は最初の段階ではもうできません。

よって、最初に要綱を作って、住民に周知をすると言うことになりまして、結果的にこのような不要額が出たということになりま

す。今後、このような制度と言いますか、このような補助はですね、交付事業がまたあればですね、改めてやり方を検討して行き

たいと思いますので、よろしくお願い申しあげます。 

１２番 藤田昌大君。 

結果的な部分で仕方ないとは思うんですよね。ですけども、やはり私達が要求して行った中でですね、聞く耳もたんと言う対応

だったと思うんです。その時は。ですから、ぜひそういった姿勢をですね、やはり、そういったあるんならばですね、こんだけの

予算、不要額出る。火災報知器だけでこんだけ出たとは思いませんですけれども、確かあれが８９万ぐらいやったと思うやけどな。

丸井工務店やったかな。火災報知器。そういった部分と比べればですね、やはりもうちょっと予算をですね、適正に執行できんの

かないう気がしておりましたので、質問さしていただきましたので、ご了解願いたいと思います。以上です。 

他に質疑。 

１７番 谷森哲雄君。 

今回すでに２回質問しておりますので、これがもう最後であるんですが、いわゆる基金の中で介護保険が、他のいわゆる国保と

かの、いわゆる歳入ですか、そういうなんと比べて若干基金が多いんではないかというようなことで、特に国保税も同じですが、
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谷森議員

大岡議長

髙嶋健康

増進課長

大岡議長

本屋敷議員

大岡議長

齋部総務

課長

一般の被保険者にしてみたら、介護保険料が高いがと。特に高齢者の負担がかなりきついわけでございますので、こういう基金が、

この基金が適正なんかどうかはちょっと分かりませんが、例えば、予算の時に質問すればよかったんですが、こういう基金の残高

がこう不確定だったんで、質問できなかったんですが、おおかた２億４，０００万あると言うようなことで、例えば基金を少しは

取崩して、被保険者の介護の保険料を軽減するとかいう、こういうようなお考えはないですか。 

健康増進課長 髙嶋一博君。 

谷森議員さんのご質問にお答えをいたします。 

介護保険につきましては、ご存知のように３ヵ年を単位としまして、計画を進めております。従いまして、３ヵ年に必要な部分

での計画を立てますので、現在の計画が進められておりますが、基金につきましての運用につきましては、次年度、次回の計画の

時にですね、基金も含めて、再度検討をさしていただいたらというふうに考えておりますので、ご理解をいただいたらと思います。

５番 本屋敷崇君。 

１点、相対的な部分として、財調基金の方に２５億積んでおりますけれども、その財調の方に２５億で今回繰越金が７億あって

ですね、それから起債の方が約７億あるわけですよね。それから、その起債の内訳が約５億ぐらいが、臨財、臨時財政対策債とな

っているわけですけれども、まず、基金の臨時財、ちゃう、財政調整基金の基金額としてどれぐらいが妥当かと思っていらっしゃ

るかと言う部分とですね、それと地方交付税交付金が臨時財政対策債は１００％という形で補填されるわけですけれども、去年か

ら比べてみても地方交付税交付金がそれだけ額が上がっていっていると、言うわけでもないと。ことを考えればですね、臨時財政

対策債をどれほど借りていいものかと、言う部分があるんですよね。 

それを加味した上で、今現在ですね、これだけ繰越金を残すと言うよりも、地方交付税交付金の算定に大きく要因する人口を増

やすための施策として、残すよりは使うべきではないのかということを考えるんですが、そのあたりについてちょっと、まあまあ

また委員会で詳しく話せばいいですけれども、そのあたりについてどうお考えであるかということを、ちょっと聞かしていただけ

ればありがたいかなと思います。 

総務課長 齋部正典君。 

本屋敷議員さんのご質問にお答えをいたします。 

要点を十分お話できるかどうかはちょっと不安ですが、今回、皆さん方にお示しをしております主要施策の成果に関する報告書

の中に、町政の状況がございます。その中にありますように、先程言われました臨時財政対策債、これは基本的に元利とも１００％

国から交付税でバックされるというもんでございます。この金額をどれだけ借りるのがいいのか、とか言うお話でございますが、
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齋部総務

課長

大岡議長

大西豊議員

大岡議長

齋部総務

課長

大岡議長

大西豊議員

まんのう町といたしましては、合併してからですね、特例債がきくのが後残り５年。その後、５年ぐらいの間にですね、少しづつ

それを吸収しながら減っていくと。将来的な財政の見通しがはっきり言って立ちません。町税におきましても１８％。少しのです

ね、税収でございます。そのような自主財源がですね、３割くらいしかないような、まんのう町においてですね、今後どうしても

安定的と申しますか、何とか保って行くためには、まずは財政町政基金を積み立てておいてですね、その中で行財政改革を進めて

行くということを基本的には考えております。それ以外の起債等もあるわけですが、それ以外の起債についてはですね、基本的に

は起債は借金であります。借金ではありますが、今町が借りてる起債、特に大きいのは普通債と言いまして、農林水産業とか皆さ

んのお手元にある１２ｐを見ていただければ分かるわけですが、そこに２１億ほどの、２億１，０００ですか、２億１，０００万

ほどあるわけですが、これは基本的にはインフラ整備でございます。基本的に町が借りる起債はインフラ整備を中心として借りて

おります。と言うものは、３０年、５０年と言うスパンでですね、それを維持管理をして行く、と言うことは、それをまんのう町

の住民が享受をすると言うことですので、今の方がすべてお支払をして行くというのはおかしい話で、それは将来の方もみんな平

等にですね、使っていただいて、また平等に借金を返済、一緒にしていただくという考え方を持っておりますので、今後の厳しい

財政、国からの支援もどのような形で伸びて行くのかよく分かりません。そういう中で、少しでも基金の積み立てを考えている関

係でこのような形になっておることをご理解いただきたいと思います。よろしくお願い申しあげます。 

他に質疑はございませんか。 

１４番 大西豊君。 

前の議会でも質問したことあるねすけど、関連をして。一般会計の中で土地貸付収入についてお伺いをいたします。 

過去において契約どおり土地が貸されとるかどうかについて質問したところ、すべて確認をしていないので４月までにすべて契

約どおり貸されているかどうか確認するということでございました。その時も未収金も発生しておると言われておりましたけれ

ど、この未収金については、今も、現在も利用目的に従って使われておる物件であるんかどうか。それと、件数、それと何年ぐら

い前から未集金として掲載されてるのかお伺いいたします。 

総務課長 齋部正典君。 

大西議員さんのご質問にお答えをいたしますが、今の私の手元に持っている資料では、数字的なもの、すべてまだ持ってござい

ません。後ほどお示しをさせていただくことでよろしくお願いを申しあげたらと思います。 

１４番 大西豊君。 

細かい数字は別として、４月までに契約どおり貸し付けておるかどうか、調査をしますいうことで、前の総務課長の一般質問の
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大西豊議員

大岡議長

栗田副町長

大岡議長

大西豊議員

大岡議長

栗田副町長

大岡議長

答弁でありました。 

それともう１つは、細かい数字は別として、公有地を民間企業に貸付ておる物件だと思いますが、細かい数字は別としてどのぐ

らい年数経つのか。また交渉されておるのかどうか。そのあたりをお知らせいただきたいと思います。 

副町長 栗田昭彦君。 

大西議員さんのご質問にお答え申しあげます。 

確か私の記憶では、４月にそういうお話をお伺いして、去る６月議会においても同様なご質問があったような記憶をいたしてお

ります。その中で、目的に沿った使用はできているものと考えておりますというような答弁をしたというような記憶も、確か、記

憶もございます。 

それから未集金につきましては、件数については２件というご返事をさしていただいております。金額につきましては正確な数

字は今記憶にございませんので、差し控えさしていただきたいと思います。その未収金につきましては、お２人の方から分納ない

し、本年度中にその未収金に対して町の方へお金を払っていただけるというようなお返事も伺っているというふうに、担当の方よ

り報告を受けてるということも、その６月議会に報告をさしていただいたという記憶がございます。以上でございます。 

１４番 大西豊君。 

確認します。４月までに、適正に貸しているかどうか調査しますいうことだったので、それをしたのか、してないのか。 

それともう１件、分納と言われておりますけど、それは適正な契約どおりに貸付をし、今現在も契約どおり利用されているのか

どうか。２点お伺いします。 

副町長 栗田昭彦君。 

大西豊議員さんのご質問にお答えさしていただきます。 

先ほども申しあげましたように、６月の一般質問におきまして、町有財産の貸付については適正に使用されているというような

ご報告を申しあげました。 

分納につきましては、これは契約とは別問題でございまして、本来であれば、その年度、年度にお支払をいただかなければいけ

ないものというふうに十分には承知いたしておりますけども、どうしてもお支払をいただけない場合は、そういう形でお願いして

るということでございます。 

他に質疑ございませんか。 

１４番 大西豊君は、会議規則で質疑３回しておりますので、発言を許しません。 
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日程第 21 

大岡議長

栗田町長

大岡議長

齋部総務

課長

（それは分かりますけど、質問に対する答えが思いますでは、僕はいけないと思います。） 

他に、他に、質疑ございませんか。 

他に質疑はございませんか。 

（「なし」の声あり） 

質疑なしと認めます。 

ただ今議題となっております認定第１号は総務常任委員会に、認定第２号、第３号、第４号、第５号、第６号、第１０号の６案

件は教育民生常任委員会に、認定第７号、第８号、第９号、第１１号の４案件は建設経済常任委員会にそれぞれ付託をいたします。

 ここで、議場の時計で１３時００分まで休憩といたします。                 （休憩 午後０時００分）

 それでは、休憩を戻しまして会議を再開いたします。                    （再開 午後１時００分）

日程第２１ 議案第１号 まんのう町人事行政の運営等の状況の公表に関する条例の一部改正についての件を議題といたしま

す。

提出者から提案の理由の説明を求めます。

町長 栗田隆義君。

 只今上程されました議案第１号、まんのう町人事行政の運営等の状況の公表に関する条例の一部改正についての提案についてご

説明申しあげます。

公表の内容のうち人件費等の決算額は、現条例では８月末のため決算認定前であるので、公表時期等について当該条例の一部改

正を行うものであります。

詳細につきましては、総務課長に説明させますので、ご審議のうえ、よろしくご議決賜りますようお願いいたします。

総務課長 齋部正典君。 

それでは議案第１号のご説明を申しあげます。

まんのう町人事行政の運営等の状況の公表に関する条例の一部改正、みなさんのお手元にお配りをさせていただいております資

料をお目通しをいただけたらと思います。

これは、下にですね、改正前、改正後を、右、左に分けてございます。まず、改正前には公表の時期といたしまして、毎年８月

末というふうになっておりましたところを、今回の改正後では毎年１０月末ということにさせていただきます。
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齋部総務

課長

大岡議長

本屋敷議員

大岡議長

齋部総務

課長

大岡議長

本屋敷議員

また、公表の方法でございますが、改正前では、前条の公表は公衆の見やすい場所に掲示し、又は閲覧所を設けて公衆の閲覧に

供する方法で行うとなっておりますところを、前条の公表は、次に挙げる方法で行うと。掲げる方法で行うということに変えます。

そん中でですね、（１）といたしまして、町の広報誌に掲載する方法、次のページをめくっていただきまして、（２）番のインタ

ーネットを利用して閲覧に供する方法ということでございまして、前後しますが、改正前の前項の閲覧所はまんのう町役場とする

というところからですね、これも改正をさせていただくということでございます。よろしくご審議のほど、よろしく申しあげます。

 これをもって、提案理由及びその内容の説明を終わります。

 これより質疑にはいります。

 質疑はありませんか。

 ５番 本屋敷崇君。

 町長の方で、１０月末が決算、８月末で決算等々の話があったんですけども、ちょっとそのあたりを詳しく教えていただきたい。

８月末では、多分、現行は８月末ではちょっと不都合があるんだろうと。そのほんだら不都合がどういうところで、１０月末にな

れば不都合がどのように改善されるのかという部分とですね、公表の方法として、町の広報誌に掲載する方法というのが入ってい

るんですけれども、報告事項が１から８までで、多岐に亙るんですよね。条例の第３条で。それは広報誌に記載可能なのかどうか

っていう部分を少し教えていただきたいなと思います。

総務課長 齋部正典君。 

本屋敷議員さんのご質問にお答えをいたします。 

 不都合がどのような形で生じるのかということでございますが、現在の条例のままでございましたら、８月末までということに

なりましてですね、職員の給与関係というのは、この決算をもって決定いたします。よって９月議会定例で議決をいただかないこ

とには、給与関係の公表ができないということになりまして、８月末であればですね、前年の古いデータを載せることになります。

言うことで、今回、他の市町が行っているように、最新の、直近のデータ、決算のデータを載せるためには、１０月末までという

ふうに時期の変更をする必要が生じましたので、ここで改正をさせていただきます。

 広報誌に載せる方法でございますが、その中の抜粋規程、抜粋をしてですね、分かりやすく表示をさせていただくことになろう

かと思います。よろしくお願い申しあげます。

５番 本屋敷崇君。

 多分ですけども、これ僕のあれなんですけれども、決算を町長の方に提出するのが８月３１日までの法定期限がありますよね。
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本屋敷議員

大岡議長

齋部総務

課長

大岡議長

本屋敷議員

大岡議長

齋部総務

課長

それに合わして前回までは８月３１日やったんやと思うんですけど、それであれば、この決算に直近のが載るんではないですか。

１０月３１日にする方が直近が載るというのが、ちょっと少し理解ができないので、そのへんを教えていただきたいのと、町広報

誌に掲載する方法で、抜粋規程という話になりますけど、ほんだら報告義務があるのが、さっき１から８まであった部分ですよね。

それは、抜粋規程と言うことになると、報告義務に反しないのかどうかっていう部分はどうなんでしょうかっていう話を、２つ。

総務課長 齋部正典君。 

本屋敷議員さんの再質問にお答えをいたします。 

 時期的な話でございますが、８月末、確かに決算は８月末までにしなければならないですが、あくまでも、これは給与関係は議

決をいただいた後のデータとして送るということですから、９月定例議会を経た、終わった後ですね、ご報告をすることになると

いうことでございます。

 それと１から抜粋をして、１から８まであるうちのですね、抜粋と言うことですが、広報にはですね、住民の皆さんに分かりや

すくご説明をするために、全文の紹介は難しいのかなというふうには、今現在は考えております。よろしくお願い申しあげます。

５番 本屋敷崇君。

 ちょっと僕の頭が理解できないんですけども。決算ですよね。ということは、８月３１日までに町長への報告義務がある中で、

８月３１日の最新情報を載せておけば、１０月３１日にする必要性。認定の場合は、議決を否決されても認定はそのまま行使でき

ますよね。決算認定の場合はですよね。そんなことを考えれば、８月３１日でも不都合がないんかなと思うんです。そのへんが少

し、もう少し、もう少し詳しく、分かりやすく。他の町では１０月３１日になっとんですかと、言うところと、他の町は８月３１

日にしとるのに、決算報告では最新情報を載せているのか。議決権を得なければ、最新情報を載せることはできないのかどうかっ

ていう部分があるんですね。議決をして、認定か。認定をしなければ、最新情報を載せることができないのかどうかっていう部分

においては、少し僕の中では納得できないと言うか、ところがあるんで。別に変える必要性がないんではないんかなと思たりもす

るところを、変えなければいけない理由が、もう少し詳しく教えていただければありがたいなと思うんですけど。

総務課長 齋部正典君。 

本屋敷議員さんの再々質問にお答えをいたします。 

 これは県下の状況もちょっと調べさしていただきました。８月というのは、もうまんのう町だけでございまして、他はだいたい

１０月末。また、１２月末というのがあります。１２月末と言うのはですね、決算委員会を持っているところは、１２月になると

言うようなことからですね、なっているのかなと言うふうには考えております。基本的には認定ではございますが、議会の方のご
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日程第 22 

齋部課長

大岡議長

承認等いただいて、出すという形が採られてるのかなというふうには考えております。よろしくお願い申しあげます。

他に質疑はございませんか。

 （「なし」の声あり）

 質疑なしと認めます。

 これをもって質疑を終了いたします。

 お諮りいたします。

 ただ今議題となっております、議案第１号は会議規則第３９条第３項の規定により、委員会付託を省略いたしたいと思います。

これにご異議ありませんか。

 （「なし」の声あり）

 異議なしと認めます。

 よって、議案第１号は委員会の付託を省略することに決定いたしました。

 これより討論にはいります。

 討論はありませんか。

 （「なし」の声あり）

 討論なしと認めます。

 これをもって討論を終了いたします。

 これより、議案第１号 まんのう町人事行政の運営等の状況の公表に関する条例の一部改正についての件を採決いたします。

 本案は原案のとおり決することにご異議ありませんか。

 （「なし」の声あり）

 異議なしと認めます。

 よって本案は原案のとおり可決されました。

 日程第２２ 議案第２号 まんのう町職員の公益法人等への派遣等に関する条例等の一部改正についての件を議題といたしま

す。

提出者から提案の理由の説明を求めます。

町長 栗田隆義君。
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栗田町長

大岡議長

齋部総務

課長

 只今上程されました議案第２号、まんのう町職員の公益法人等への派遣等に関する条例等の一部改正についての提案についてご

説明申しあげます。

公益法人制度改革関連法が平成２０年１２月に施行され、民法が一部改正されたことに伴い、当該条例の一部を改正を行い、併

せて関係する条例の引用規定を整理し、改正するものでございます。関係する条例は、まんのう町職員の給与に関する条例及びま

んのう町法人の設立及び出資等に関する条例。

詳細につきましては、総務課長に説明させますので、ご審議のうえ、よろしくご議決賜りますようお願いいたします。

総務課長 齋部正典君。 

 それでは、議案第２号のご説明を申しあげます。

 みなさん、お手元にお配りをしております資料をお目通しいただきたいと思います。まんのう町職員の公益法人等への派遣等に

関する条例等の一部改正についてでございまして、第１条 まんのう町職員の公益法人等への派遣等に関する条例の一部を次のよ

うに改正するということで、下の枠がございます。改正前でございますが、まんのう町職員の公益法人等への派遣等に関する条例、

この名称が左の改正後では、まんのう町職員の公益的法人等への派遣等に関する条例に改正されます。

 趣旨でございます。第１条 この条例は公益法人等への一般職の地方公務員の派遣等に関する法律、またその下の方にもアンダ

ーラインを入れてございます公益法人等という字句がございますが、これを左の、この条例は公益的法人等への一般職の地方公務

員の派遣等に関する法律、また４行目にございます公益的法人等という表現に改正をするものでございます。

 次のページをお開きください。

 このことによりまして、この引用規程によってですね、整理をする必要がある条例がございます。これをお知らせをいたします。

 第２条でございます。まんのう町職員給与に関する条例の一部を次のように改正するということで、改正前では、附則でござい

まして、附則に、中ほどにアンダーラインを入れておりますが、まんのう町職員の公益法人等への派遣等に関する条例となってお

るところを、左側のまんのう町職員の公益的法人等への派遣等に関する条例に改正をお願いしたいと思っております。

 続きまして一番下でございますが、第３条 まんのう町法人の設立及び出資等に関する条例の一部を次のように改正するという

ことで、次のページをお開きいただきまして、右側が職員の派遣、第７条でございますが、この欄のアンダーラインが入ってる文

章ですが、まんのう町職員の公益法人等への派遣等に関する条例これを、左側の第７条のところに、まんのう町職員の公益的法人

等への派遣等に関する条例ということに、改正をさせていただきたいということでございます。

 よろしくご審議いただきご議決をいただきますよう、よろしくお願い申しあげます。
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大岡議長

本屋敷議員

大岡議長

齋部総務

課長

大岡議長

 これをもって、提案理由及びその内容の説明を終わります。

 これより質疑にはいります。

 質疑はありませんか。

 ５番 本屋敷崇君。

 何点か教えていただきたいんですが、上位法、これ公益法人等への一般職の地方公務員派遣等に関する法律と言うのがあります

が、それの改正に伴う部分と見てよろしいのかという部分とですね、もう１つ、上位法が変わったということは公益法人等、改正

前のですね、公益法人等では不都合が起こるところがあるんで、公益的法人等になったんだと思うんですけれども、文言から察す

れば公益法人と言うよりも公益的法人と言う方が範囲が広がるんですけれども、その範囲としてですね、当該町、まんのう町にお

いて、どの当たりまでカバーされるものか、それを教えていただきたいのとですね、条例の方の下にある規則、規則の方で、現在

やったら、規則の第２条に条例に定める団体は、次に掲げる者とするとして、財団法人琴南振興公社と社会福祉法人まんのう町社

会福祉協議会の２つが載っているんですけれども、この条例が通ることによって、この規則は変わるのかどうか。それもし、案が

あるであれば、お示ししていただければありがたいかなと思うんで、よろしくお願いします。

総務課長 齋部正典君。 

本屋敷議員さんのご質問にお答えをいたします。 

 今回のは、公益法人法の一部改正で、民法の方が動きまして変わりましたので、それに併せての改正でございます。

 この公益法人等から公益的法人になった原因と申しますか、これは施行が平成２０年になりまして、現行、公益法人法への移行

期間５年をもってですね、制度が変わります。その中でですね、今まではその民法に基づく社団法人、財団法人、そういったまと

めて一本化できておりましたが、新しい公益法人法では、一般社団法人、一般財団法人というのが１つ、それが２階ですね、１階

部分には公益法人、社団法人と公益財団法人という２つに分かれました。いうことで、これで言葉で、公益的法人という表現にこ

れは変わったということでございます。

 それとまた、先ほど規則のお話がございましたのでご説明しますが、現在まんのう町では職員の公益法人等への派遣等に関する

規則を持っております。その規則の中では、今先ほど申されとりましたが、財団法人琴南振興公社と社会福祉法人まんのう町社会

福祉協議会、それと満濃町土地改良区、この３つを現在規則の中で謳っております。以上でございます。よろしくお願い申しあげ

ます。

 ５番 本屋敷崇君。
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本屋敷議員

大岡議長

齋部総務

課長

大岡議長

藤田議員

大岡議長

齋部総務

課長

大岡議長

 上位法が変わって２階建てと言うか、なったっていうのはよく分かるんですけども、実質的な問題としてですね、その２階、そ

の上位法が変わって、この条例が変わることによってですね、うちの町として、どのような部分に影響があるのかという部分につ

いて、教えていただきたいなというのが１点です。

総務課長 齋部正典君。 

本屋敷議員さんのご質問にお答えいたします。 

 特にまんのう町としての影響と言うのはさほど無いというふうに考えております。

 １２番 藤田昌大君。

 かぶるかなと思いながら、違うかなと思って質問さしてもらいますが、公益法人等やったら、これ公益法人に係わる部分だけか

なと。判断が。ほんで、公益的になったら、的でなくても、これを公益的に判断したらそれでいけるんかなと。そういう解釈です

ね。法律解釈になれば。だからそのへんで、公益法人等、ほんだきん公益法人等もですね、的という分に入った時に、どこまでの

あれが的になるんかなと、言う部分がですね、非常に解釈で、拡大解釈も可能なために、これをしたんかなという気がします。単

純なあれですから、それだけで答えてください。

総務課長 齋部正典君。 

藤田議員さんのご質問にお答えをいたします。 

 今回の改正につきましては、先ほど少し述べさしていただきましたが、公益法人法の改正があってですね、２階建て、２つに分

かれたと。収益を目的にするところとそうでない非営利の団体については非課税措置で、今やっているのは非課税措置でやってい

るんですが、営利目的のところは通常のもう会社として存在しなさいという話の中でですね、この今回の公益法人制度が改正にな

っているということで、かなり公益的法人って言うのは広範囲に実はございます。１番医療法人。国のですね、制度の政令の中に

もあるんですが、医療法人に始って、農協から始ってですね、日本年金機構まで、すごい数がございます。そういう中で、町とし

てこれらも含めての規則で謳えば、まんのう町も公益で法人に含むことは可能ということにはなってきます。以上でございます。

 他に質疑はございませんか。

（「なし」の声あり）

質疑なしと認めます。

 これをもって質疑を終了いたします。

 お諮りします。
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大岡議長

本屋敷議員

大岡議長

本屋敷議員

 ただ今議題となっております、議案第２号は会議規則第３９条第３項の規定により、委員会付託を省略いたしたいと思います。

これにご異議ありませんか。

(「意義あり」の声あり)  
 異議がありましたので、これより委員会付託省略の件を起立により採決いたします。

議案第２号について、会議規則第３９条第３項の規定により、委員会付託を省略することに賛成の諸君の起立を求めます。

 起立多数であります。

 よって、議案第２号は委員会の付託を省略することに決定いたしました。

 これより討論にはいります。

 討論はありませんか。

 （「なし」の声あり）

 討論なしと認めます。

 （「反対」の声あり）

 ５番 本屋敷崇君。

 反対、反対、反対って言うわけではないんですが。

 反対討論であれば、発言を認めます。

 ほんだら、反対討論させていただきます。

 できればですね、このまんのう町の、まんのう町職員の公益法人等の派遣等に関する条例、今現在規則の方で、第２条におきま

して、規則第２条におきまして定める団体は次に掲げる者とすると、いうふうになっております。そういった場合にですね、規則

であると言うことは議決を要しないということになります。議会の方の承認が無い、無い場合においてですね、町執行部の判断に

おいて、もしまあ先ほどのお話であれば、医療法人であるとか、農協、そういったとこ職員を派遣することも規則を変えれば派遣

できるという形になります。それは、議会という機能を考えた場合にですね、本来であるならば、この条例には、この今現在規則

にある第２条の部分をですね、第２条の、こっちの条例側の中に謳い込む必要性があるんではないかと考えますので、今現在の、

この条例では議会側の監視機能としての部分が、十分でないという判断をさしていただきました。本来であれば委員会付託で条例

改正等ができれば一番ありがたいところですが、今現在こういう状況ですので、消極的な反対という立場ではありますが、反対と

さしていただきます。以上です。
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日程第 23 

大岡議長

藤田議員

大岡議長

栗田町長

大岡議長

 賛成討論はございませんか。

１２番 藤田昌大君。

 町長提案の中でですね、２０年１２月の民法改正に伴うということがありましたので、上位法が改正されればですね、それに伴

う条例改正であれば、本屋敷君の言うのも分からんこともないんですけれども、やむを得ないだろうという立場で賛成討論にさし

ていただきたいと思います。以上です。

 これをもって討論を終了いたします。

 これより、議案第２号 まんのう町職員の公益法人等への派遣等に関する条例等の一部改正についての件を起立により、採決い

たします。

 本案は原案のとおり決することに賛成の諸君の起立を求めます。

 起立多数であります。

 よって本案は原案のとおり可決されました。

日程第２３ 議案第３号 字の区域の変更についての件を議題といたします。

提出者から提案の理由の説明を求めます。

町長 栗田隆義君。

ただ今上程されました、議案第３号 字の区域の変更についての提案理由を説明させていただきます。

字の区域の変更につきましては、地方自治法第２６０条第１項の規程により、議会の議決を求めるものでございます。

まんのう町造田において、字の区域の一部を変更しようとする別紙変更調書をご覧いただきたいと思います。仲多度郡まんのう

町造田字桜木に偏入する区域としまして、造田字大西５６７の１、５７２の１及びこれらの区域に隣接介在する道路、水路である

町有地の全部を造田字桜木に編入するものでございます。

２番に、次に、仲多度郡まんのう町造田字山下に編入する区域としまして、造田字大西６１１の１、６１１の２０、６１１の２

１及びこれらの区域に隣接介在する道路である町有地の全部を造田字山下に編入するものでございます。

これらは平成１９年度から２１年度にかけて、県営中山間地域総合整備事業により造田地区において区画整理を、整理工事を実

施したことに伴い、従来の字界が原形を留めなくなったため、区画整理の形状に合わせて字界を定めようとするものでございます。

どうぞご審議のいただきますよう、よろしくお願い申しいたします。

これをもって、提案理由及びその内容の説明を終わります。
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日程第 24 

大岡議長

栗田町長

 これより質疑にはいります。

本議案は、委員会付託を予定しておりますので、質疑はあくまでも総括的、大綱的な質疑に留めていただきたいと思います。

質疑はありませんか。

（「なし」の声あり）

質疑なしと認めます。

これをもって質疑を終了いたします。

ただ今議題となっております、議案第３号は建設経済常任委員会に付託いたしたいと思います。

日程第２４ 議案第４号 平成２２年度まんのう町一般会計補正予算案第２号を議題といたします。

提出者から提案理由の説明を求めます。 

町長 栗田隆義君。 

ただ今上程されました、議案第４号 平成２２年度まんのう町一般会計補正予算案第２号についてご説明申しあげます。

１ｐをお開きください。

第１条で歳入歳出それぞれ７，７３０万８千円を追加し、歳入歳出の総額を歳入歳出それぞれ９０億６，７４９万６千円とする

ものでございます。第２条でまんのう町土地開発公社による、まんのう町立満濃中学校改築・町立図書館等複合施設整備事業に係

る用地取得に対しまして、２３年度を買い戻しを行う証として債務負担行為を定めるものでございます。第３条では地方債の追加

を行うものであります。

３ｐをお開きください。

歳入に関する主なものをご説明申しあげます。第１５款県支出金の７１９万８千円は、主なものとして、障害者自立支援特別対

策臨時特例交付金の１００万円、経営体育成整備交付金で１８５万２千円、緊急雇用創出基金事業補助金で２６２万円でございま

す。第１８款繰入金４００万円は、琴南地区及び仲南地区特定施設に関する基金の繰入でございます。第１９款繰越金５，８８３

万６千円は前年度からの繰越金でございます。第２０款諸収入の１４９万９千円は建物共済損害保険金でございます。第２１款の

町債５７０万円は過疎対策事業債としての集落活性化推進事業債であります。

４ｐをお開きください。

歳出につきましては、第２款総務費第１項総務管理費で２，７８９万９千円を計上いたしております。主なものといたしまして、

１目一般管理費で、本年４月に省エネ法改正により本町も対象特定事業者となったことによる改正省エネ法中長期計画書作成委託
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栗田町長

大岡議長

料として５５０万円を、５目財産管理費の工事請負費として、外壁が崩壊した美合歯科診療所外壁修繕工事費に２５０万円、６目

企画管理費でエピアみかど、美霞洞温泉、塩入温泉健康センターの機器類が落雷被害等による修繕で５００万円、琴南地区の集落

活性化推進事業としての旧琴南東小学校改修工事費で１，１００万円を増額いたしております。第３款民生費の主なものといたし

ましては、１項社会福祉費で社会福祉協議会運営費補助金として２８５万円でございます。これは、社会福祉協議会事務局長の人

件費でございます。続きまして、第４款衛生費で女性特有のがん検診推進事業費の事業量確定による返還金といたしまして、２１

５万２千円でございます。第５款労働費では、２目一般失業対策事業費として２６４万円の増額でございます。６款農林水産業費

は１，５４５万９千円の増額で、主なものといたしまして、３目農業振興費の新規就農者支援事業補助金として１８５万２千円、

５目農地費では大規模農道修繕等で３５０万円、老朽ため池改修の県営事業負担金として６５０万円、２項林業費の１目林業総務

費はかりんの丘公園野外交流施設整備費等で１００万円でございます。７款商工費１目商工総務費では１６０万円の増額で、主な

ものは、かりんまつりの事業委託料の１００万円でございます。

８款土木費は２，１７４万７千円の増額で、主なものといたしまして、２目道路橋梁維持費の委託料で２８２万円を計上してい

ますが、差替えとして賃金で２４０万円の減額補正となっております。また、７月の大雨による路肩崩壊等の修繕のための工事請

負工事費に１，７３０万円、４項都市計画費１目都市計画総務費では、まちづくり交付金事業評価委託料として２１０万円、２目

公園費ではかりんの丘公園遊具点検修繕費用等として１３２万７千円でございます。

１０款教育費では、全体で６９万３千円の減額補正となっています。主なものといたしまして、３項中学校費の学校建設費のＰ

ＦＩ事業アドバイザリー業務委託料で６００万円の減額補正、中学校用地測量業務委託料で３００万円の増額となっております。

５項社会教育費１目社会教育総務費は７１０万７千円の減額補正となっており、主なものといたしましては、二宮飛行館改築工事

費等で３３０万円、備品購入費で１２５万円でございます。６項保健体育費では吉野体育館改修工事費等として６０７万５千円を

計上いたしております。１３款諸支出金では仲南地区特定施設に関する基金費として２２７万円を積立てるものでございます。

ご審議の上、ご議決賜りますようお願い申しあげます。

これをもって、提案理由及びその内容の説明を終わります。

これより質疑に入ります。

本議案は、委員会付託を予定しておりますので、質疑はあくまでも総括的、大綱的な質疑に留めていただきたいと思います。

質疑はありませんか。

１７番 谷森哲雄君。
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谷森議員 総括的、大綱的な、こういうような議長の発言ではございますが、一部細かい点も質問さしていただいたらと思います。

まず、最初に高篠幼稚園ですが、先の髙木委員長の説明の中、そしてまた本屋敷議員の質疑の中で、いわゆるこう面積が大幅と

まではいかないかもしれませんが、一定の面積増になったと。そういう中で、髙木委員長としては、この高篠幼稚園の問題につい

ては、きちんとしますと、こういうふうに言明されたわけですが、いわゆる特にこの中で、いわゆる５，０００万のうち合併特例

債が４，７５０万円。そしてまた一般財源が２５０万。合計で、トータルで５，０００万。こういうことなんですが、この合併特

例債については、前段である方にお尋ねいたしますと、これはきちんと定まってから合併特例債の申し込み言うんですか、すると。

まあこういうような説明ではあったんですが、例えばそうした場合に事業は決まったと、それで予算が確定したと。それで、今か

ら合併特例債申し込みするんだと。こういうようなことはまずはあり得んのでないかなと。だから、事前に内々でこういう事業す

るから、合併特例債を申し込みたいと、こういうような事があったと、当然こう推測できるわけであすが、そういったことを判断

材料としたしますと、当然４億７，５００万円ですか、これだけ特例債を申請するんであれば、当然こう面積的な考慮もなされる

のではないかと。先の６月議会でもこの問題についての若干の疑念もあったわけでございますが、これはもう教育民生委員の皆さ

ん、そしてまた髙木委員長、非常に皆さんしっかりしておるんで、十分議論はされると思いますが、いわゆる合併特例債を事前に

内々でお願いして、そしてまたそれが確定したとしたら、当然それに見合うような予算額言うんですか、あるいは高篠幼稚園の面

積規模にはなるのではないかなと、こういうようなことを素人として考えるわけですが、この点お尋ねいたします。

それからもう１点ですが、これは非常に細かいんですが、かりんの丘公園の野外交流施設ですか、これ非常に、多分こないだ説

明があった分のひさし的な工事かと思うんですが、このような小さな工事で設計委託が３５万円も出しておると。これなら別に、

設計委託しなくても、まあ言うたら、これは当然私が思うんは、こういう工事は地元の業者にお願いしたらええんじゃないかと。

それで、そうなった場合には、担当課と業者で、話をすれば設計委託もしなくても済むのではないかと。大きな工事なら当然設計

委託も必要でありますが、このぐらいな工事であれば、設計委託しなくても業者と直接話をすればできるのではないかと。こうい

うことをぜひ考えて節約していただきたいなと。

それからですな、もう１つは県の支出金で、経営体育成整備交付金ですか、これ県の補助金が１８５万２千円出るんですが、こ

れは新規就農者支援と、こういうことになっておるわけでございますが、新規就農者が何名かおられるかとは思うんですが、現実

にほんとにこう新規就農者がおいでるのかどうか、お尋ねいたします。

それともう１つは、地域ぐるみ学校安全体制整備推進事業費補助金と。これあの２８万８千円ですが、これをちょっと歳出の方

見ますと事務局費になっておると。これちょっとおかしいんでないかなと。こういう地域ぐるみの学校安全体制整備と言うんを事
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谷森議員

大岡議長

谷森議員

大岡議長

栗田副町長

大岡議長

谷森議員

大岡議長

栗田副町長

務局費で使うのはおかしのではないかなと。このようなことが考えられます。

それともう１点。

谷森委員長、あの発言中でありますけども、谷森委員長さんは総務の常任委員長さんでもありますし、冒頭に申しましたように

総括的というようなことでご配慮いただいてとは思いますので。

はい、わかりました。そしたら、今までの質問で終わりにして、しまえと思います。

まあ、あの一応今、若干こう質問いたしましたんで、特にこの、これも合併特例債も委員会審議しても、の時にも。やけど、こ

れは教育民生になるので、その分の合併特例債の申し込みとか、この手順とか、その内容についてお答えお願いいたします。これ

１点だけお願いいたします。

副町長 栗田昭彦君。

谷森議員さんの合併特例債の発行の手順についてご説明させていただきます。

前段でですけども、今回補正に関しましては、高篠幼稚園の補正は上程をしておりませんので、そのへんのところよろしくお願

いしたいと思います。合併特例債というのはですね、合併した際に総額が決定されます。その総額の中で、合併することによって、

町がするべき事業、これは個々じゃなくてですね、合併することに対して必要であるような事業になります。このような事業をで

すね、当初計上いたしております。その中にはですね、個々のその計上しております、個々の事業についての具体的な金額、個々

の金額は私今十分には記憶いたしておりませんが、非常に詳細に渡る金額の計上はないというふうに考えております。それで、そ

の年度、年度によりまして、合併特例債の有効期限は１０ヵ年度でございますので、その施行年度によりですね、その計画の中で

県との協議の中でですね、具体的に各事業について協議をして行ってですね、起債の発行を許可していただくというような手順に

なっております。以上でございます。

１７番 谷森哲雄君。

今副町長のお答えの中で、この合併特例債については予算に計上されてないと。この９月の補正には計上されてないんですが、

当初予算に、私はこれが含まれとったとこういうふうに記憶しておるんですがいかがですか。

副町長 栗田昭彦君。

谷森議員さんの再質問にお答えいたします。

先ほど申しあげましたのは、この９月の補正にはお願いをして申しあげておりませんけども、幼稚園の５，０００万というのは

６月までの予算の計上の中にはお願いを申しております。以上です。
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大岡議長

本屋敷議員

大岡議長

齋部総務

課長

大岡議長

本屋敷議員

他に質疑はございませんか。

５番 本屋敷崇君。

補正予算の考え方について、もう５年目の議員が何を言よんやと言われるかもしれないんですが、本来ですね、当初予算の方で

うちの議会の方もですね、８７億と６，１００万と言う当初予算をですね、可決した中でですね、その中で近々にこの８７億６，

１００万では間に合わないから、補正していくと言うのが補正予算の考え方やと基本的には思うわけですよね。まあ、でも決算に

併せてですね、決算が３月期末越えた後でですね、７億も出てくる中でですね、こういった今回補正予算が７，７００万か、と言

う補正予算を組むというのは、どうもこう会計処理上として、うまくやっているのかなと言う部分がどうしても残るわけですよね。

今までの慣例的に９月の決算が終わった、８月３１日に決算が終わった時点で繰越金が出たと。繰越金が出たから持ち越しにし

ていた事業を９月、１２月、３月で繰越金を使いながら、消化していこうと言う考えだとは思うんですけれども、やはり基本的に

は当初予算の８７億６，１００万と言うものを基本として回して行くと言うのが、会計制度としては普通なのではないんかなと思

うわけですよね。繰越金が出るけんどんどん事業したらええなやいか。そら事業費膨らみますよ。最終的に１００億を超える会計

規模になってしまうわけですよね。その点から考えて、こういった９月補正とか、マイナス補正をしたことによってですね、予算

の組み替えによるプラマイゼロでの補正予算と言うのなら、だいぶ理解ができるんですけども、最終的に７億という繰越金を残し

て行っている現在の状況で、今このような補正予算、７，７００万追加補正というのを執行部の方として、どう考えていらっしゃ

るのかという部分について、少しご見解をお聞かせいただきたいなと思います。

総務課長 齋部正典君。 

本屋敷議員さんのご質問にお答えします。 

この補正の考え方でございますが、基本的には２３年度以降でするような事業についてはですね、基本的には補正はしないと。

補正は、もうどうしても緊急性があるもの、どうしても今予算化しないと支障が出るものについてのみにですね、補正を組んでお

ります。よって、繰越金があるから補正で増やして事業を行うというような考え方はもうとう持ってございませんので、よろしく

お願い申しあげます。 

（もう、ええんか。） 

５番 本屋敷崇君。

それでしたら、この予算の中でですね、県支出金であるとか、国の方の支出金が出てるものに関しましては、緊急性を要するも

のであると言うことがよく分かるんですけれども、そうでないものもありますよね。そういったものが、どういった状況で、今回
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本屋敷議員

大岡議長

藤田議員

９月補正に出てきたのかという部分はですね、各委員会において説明していただきたいなと思いますので、よろしくお願いしたい

ところです。それに、来年度に回せばいいものは、来年に回せばいいと言うのはよく分かるんですけれども、会計制度の中として

ですね、当初予算があって、最終的に７億残す、残っていると。決算状況ですよね。と言うのであれば、この７，７００万と言う

事業は、４、５、６、７，８と５ヵ月間、行政執行してきた中でですね、精査できるものは精査し、その中からのプラスマイナス

で出して行くべきではないんかなということを言いたかっただけですので、そのあたり。委員会の方でですね、緊急性、早急性を

要する事業であるというところの説明は、ぜひしていただきたいなと思いますので、よろしくお願いします。

１２番 藤田昌大君。

１２番、藤田ですが、補正予算についてですね、今の本屋敷君の説明の中でですね、緊急性を要してどうしても実施しなければ

ならないという立場で、総務課長言いましたので、それらについては当然理解できますし、不要額なんかはですね、年度末の精査

でありますので、そら当然残る、これも仕方ないことでありますけれど、額は低い方がいいですよね。そういった立場では言いま

すけれども、１つですね、委託料についてですね、ちょっと質問をしたいなと思ってます。

委託料がですね、それぞれありまして、例えば一般管理費の改正省エネ法中長期計画書作成委託料、これ５５０万ですよね。こ

れどういうあれできたか知りませんけれども、無茶苦茶おいしい委託料でないかなと。例えば、まんのう町と善通寺をかえれば全

部行けるようなそういうですね、僕は委託料いう気がしてしょうがないんですよ。それで、こなんようけ５５０万も何でいるんや

という気がありましてですね、なんか軽々しく委託料とかですね、そんなんにしてないんでないかなと、しとんでないかなと。例

えば、労働費の中の一般失業対策事業費で観光ホームページ取材事業費になればですね、これは職員の中でこんなんする人おらん

の言うか、ホームページぐらいですね、する人おらんのいう感じになりますし、そういった分でもちょっと疑問に感じます。 

そして、これもうちの委員会になるんかな、かりんの丘の分は、これはもう、それこそ谷森議員が言った通りのですね、委託料

にもなります。

そしてあの、この商工費もこれうちの委員会やな。えーと、１００万のイベント事業委託料。こななん、１００万も出さんとて

やな、実行委員会してポンとやったらできんのでないか、できるんじゃないか。そんなに委託料するほどの事業しとらんいう、僕

は気がしますんで、そのへんもちょっと感じます。

それと、町づくり交付金、これ事業評価やからね、評価やから、これは素人ではできんかもしれませんけれども、これも２００

万もいるような、あれでないか、いるんでないか、いるんかなという気がします。ほんで、たまたま金額がこうなったかも知れま

せんけれども、土木費の道路橋梁維持費が臨時嘱託賃金の２４０万がこっちに変わったんか。これは、多分それはたまたま金額の
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藤田議員

大岡議長

齋部総務

課長

大岡議長

藤田議員

あれだろうとは思いますけれども、たまたま金額が一緒なんでね、これがこう動いたんかいう、そういうのとりかねます。まあそ

ういった分でですね、なんか軽々しく委託料、職員のですね、なんか特性を活かしたですね、事業で、職員でやれる分があるんで

ないかなという気がします。それぞれの職員は特徴持ってますし、町民のですね、意見を聴集すれば、そなに委託料まで出さんで

ええやろがいう感じもありますので、補正予算に賛成しときながら、ちょっと聞くんもおかしな話ですけども、全体的な予算の立

て方についてね、慎重な議論を欲しいと思いますので、ぜひそのへんについて、答弁できる部分があれば、例えば５５０万はこれ

は一切できませんよとか、そういうんがあるんやったら、何でもええ、反論していただきたいと思います。よろしくお願いします。

総務課長 齋部正典君。 

藤田議員さんのご質問にお答えをいたします。 

省エネ法改正による委託の関係で、５５０万の予算を組まさせていただいております。これはですね、この２１年の４月からで

すね、エネルギーの使用料のデータを取りなさいというのが、この昨年１年間ございました。その結果ですね、１年間にエネルギ

ー使用料、燃料使用料が１，５００キロリットル以上の事業者であればですね、特定事業者となりまして、国の方に届出をしなけ

ればならないということがございます。これは届出をしなかった場合は、また虚偽の届出をした場合はですね、５０万以下の罰金

と言うようなことが謳われておりまして、まんのう町はこの１年間の記録をとりました結果、１，８００を超える、１，８００キ

ロリットルですね、超えるデータが出ておりますので、この対象事業者になるということになりました。先日、経済産業局の方に

もお話をお伺いに行きましたところ、間違いなくまんのう町は該当するということでですね、その資料を作るにあたって、まんの

う町の今後これからの手続きとしてですね、どういうふうな省エネができるか、計画を作っていくということになります。その計

画書を作成するのにですね、これは始ったばっかりの事業でございます。コンサル等にお願いをしていかなければ、とても職員の

方ではできる資料ではございません。かなりの膨大な資料を必要とするお話をお聞きしておりますので、まずは、予算化をさせて

いただいたところでございますので、よろしくお願い申しあげます。

また、中にホームページの問題とかですね、かりんの丘何がしと言う話もございますが、ヒアリング等さしていただいてですね、

どうしてもその必要性が高いということで、補正予算に組み入れをさせていただいとります。細かくは各委員会の方ではお話を、

説明をさせていただくことにしておりますので、よろしくお願いを申しあげます。

１２番 藤田昌大君。

総務課長をですね、特に信頼してですね、お願いしたらと思うんですけれども、やはり結果ですね、文言を変えただけ言う部分

でですね、報告でないように、極力できれば、こことここが違うよと、こういう中でできればありがたいと思うんですね。ただ、
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藤田議員

大岡議長

栗田町長

どこか分厚い本をもらって、なんやこれ言うんが、わりと多いんですよね。そのへんちょっと。

それともう１つが、職員の特徴を活かす言う部分でですね、町づくりやそのへんについてはですね、ぜひ、あんまり他所に頼み

まわらんとうち独特でやらんかと、まんのう町はこういう地域的な特色があるやないなと。そういう分を活かしながらですね、ぜ

ひ、かりんまつりの意見で言よりましたんで、なんかこっちの方へ来るというんがありましたけれども、そのへんでも進歩だろう

と思います。場所を変えてみたり色々するんで、やっぱりみんなの知恵を出し合って、できることでないんかなと思いますんで、

ぜひ、職員や住民のですね、活力をぜひ導入して、知恵を導入していただきたい。そういった意味でお願いしときます。以上、答

弁はいりません。

他に質疑はございませんか。

（「なし」の声あり）

質疑なしと認めます。

これをもって質疑を終了いたします。

ただ今議題となっております、議案第４号は総務常任委員会に付託をいたします。

ここで、議場の時計で２時１５分まで休憩をいたします。                  （休憩 午後２時００分）

それでは、休憩を戻しまして会議を再開いたします。                    （再開 午後２時１５分）

日程第２５ 議案第５号 平成２２年度まんのう町国民健康保険特別会計補正予算案第１号を議題といたします。 

提出者から提案理由の説明を求めます。 

町長 栗田隆義君 

ただ今上程されました議案第５号、平成２２年度まんのう町国民健康保険特別会計補正予算案第１号につきまして、ご説明申し

あげます。  

２９ｐをお開きください。 

第１条、事業勘定の歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ５１４万６千円を追加し、歳入歳出の総額を歳入歳出それぞれ２３

億９，１０４万６千円とするものでございます。 

３５ｐをお開きください。 

歳入では３款国庫支出金１目財政調整交付金の５１４万６千円でございます。 
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栗田町長

大岡議長

栗田町長

３６ｐをお開きください。 

これに対する歳出といたしまして、１款総務費２目連合会負担金として同額の５１４万６千円を香川県国民健康保険団体連合会

に支出するものでございます。 

ご審議の上、ご議決賜りますようお願い申しあげます。 

これをもって、提案理由及びその内容の説明を終わります。 

これより、質疑にはいります。

本議案は、委員会付託を予定しておりますので、質疑はあくまでも総括的、大綱的な質疑に留めていただきたいと思います。

質疑はありませんか。

（「なし」の声あり）

質疑なしと認めます。

これをもって質疑を終了いたします。

ただ今議題となっております、議案第５号は教育民生常任委員会に付託いたします。

日程第２６ 議案第６号 平成２２年度まんのう町簡易水道特別会計補正予算案第１号を議題といたします。 

提出者から提案理由の説明を求めます。 

町長 栗田隆義君。 

ただ今上程されました議案第６号、平成２２年度まんのう町簡易水道特別会計補正予算案第１号につきまして、ご説明申しあげ

ます。 

３７ｐをお開きください。 

第１条で歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ３００万９千円を追加し、歳入歳出の総額を歳入歳出それぞれ２億６，３９０

万９千円とするものであります。 

４３ｐをお開きください。 

歳入における３００万９千円の内訳は、７款繰越金の５１万４千円、８款諸収入２目雑入の水道機械設備損害保険料等で２４９

万５千円でございます。 

４４ｐをお開きください。 

歳出といたしまして、２款施設費１目施設管理費で修繕料等の３００万９千円を増額補正とするものでございます。 
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栗田町長

大岡議長

髙木議員

その内訳といたしましては、需用費の修繕費で落雷被害による浄水場の配電盤等の電気設備が被害を受け、その修繕費用として

２２８万９千円、また、備品購入費用として７２万円で軽貨物車を１台購入のための費用であります。 

ご審議の上、ご議決賜りますようお願い申しあげます。 

これをもって質疑を終了いたします。失礼しました。

これをもって、提案理由及びその内容の説明を終わります。 

これより、質疑にはいります。

本議案は、委員会付託を予定しておりますので、質疑はあくまでも総括的、大綱的な質疑に留めていただきたいと思います。

質疑はありませんか。

（「なし」の声あり） 

質疑なしと認めます。 

これをもって質疑を終了いたします。

ただ今議題となっております、議案第６号は建設経済常任委員会に付託いたします。

日程第２７ 意見書第１号 私学助成の拡充発展に関する意見書案を議題といたします。

提出者から提案理由の説明を求めます。 

まんのう町議会議員 髙木堅君。 

それでは、意見書第１号について、提案説明をさせていただきます。

私学助成の拡充発展に関する意見書案を別紙のとおり、まんのう町議会会議規則第１４条の規定により提出をするものでござい

ます。

提出者 私、髙木堅、賛成者 藤田昌大、同じく谷森哲雄議員。

提案理由といたしまして、私学関係予算は、ほぼ毎年のように増額され、私学経営の健全化に相当な役割を果たしてきました。

しかし、公立学校の教育費と比較すると３分の１にも届かず、公私間の格差が依然として大きく残っており、不公平感がさらに広

がっています。

さらに、今春からの公立高校授業料不徴収と私立高校等生徒への支援金支給によって、無償の公立に対する有償の私立という新

たな格差の始まりに、私学の父母、教職員だけでなく、多くの市民から疑問の声があがっている。

２１世紀のわが国を担う個性豊かな人材の育成、新しい時代に対応した特色ある教育が求められる中、教育費の拡充は避けては
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通れません。

よって、このような私立学校の現状を強く認識されまして、健全な発展を図るため、私立学校振興助成法に基づく経常費の２分

の１の早期助成の実現と、昨今の家計急変世帯への特別の財政措置を行うなど、私学助成の国庫補助金制度堅持と一層の拡充発展

に努められるよう国に対して強く要望するものであります。

なお、意見書本文の内容につきましては、みなさん方お手元に配布のとおりでありますので、朗読を省略をさせていただきます

が、地方自治法第９９条の規定により、提出するものであります。どうぞよろしくお願いいたします。

これをもって、提案理由及びその内容の説明を終わります。 

これより、質疑にはいります。

本案件は、委員会付託を予定しておりますので、質疑はあくまでも総括的、大綱的な質疑に留めていただきたいと思います。

質疑はありませんか。

（「なし」の声あり） 

質疑なしと認めます。 

これをもって質疑を終了いたします。

ただ今議題となっております、意見書第１号は教育民生常任委員会に付託をいたします。

日程第２８ 意見書第２号 私学助成の充実に関する意見書案を議題といたします。

提出者から提案理由の説明を求めます。 

まんのう町議会議員 髙木堅君 

意見書第２号についての、提案説明をさせていただいたらと思います。

私学助成の充実に関する意見書案を別紙のとおり、まんのう町議会会議規則第１４条の規定により提出するものでございます。

提出者 髙木堅、賛成者 藤田昌大、同じく谷森哲雄議員。

提案理由といたしましては、県内私立学校１０校は長きに亘り、建学の精神と独自の校風、自主的な運営を通じて、特色ある教

育活動を行ってきました。しかしながら、生徒数の長期的減少傾向から私立学校を取り巻く環境は、以前にも増して極めて厳しい

ものとなっております。

県予算では、２００７年度に私学助成経常費補助金が高校生徒１人当たり単価が３０万円台に達したものの、１９９２年の２０

万円台から、１０万の増額を図るのに実に１５年の歳月を要しております。その間の経済状況、生徒数の変化を考慮すると増額幅
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は微増にすぎないと言わざるを得ない状況でございます。

さらに、今春からの公立高校授業料不徴収と私立高校等生徒への支援金支給によって、無償の公立に対する有償の私立という新

たな格差の始まりに、私学の父母、教職員だけでなく、多くの市民から疑問の声があがっている。

よって、私立学校の現状を強く認識され、私立学校への経常費助成金を増額させるとともに、授業料減免事業に対する補助金や

就学援助金を充実させて、教育費の保護者負担の軽減を図るための施策をいっそう推進されるよう香川県へ要望するものでござい

ます。

なお、意見書本文の内容につきましては、お手元に配布のとおりでございますので、朗読を省略させていただきますが、地方自

治法第９９条の規定により、提出をするものでございます。どうぞよろしくお願いいたします。

これをもって、提案理由及びその内容の説明を終わります。 

これより、質疑にはいります。

本案件は、委員会付託を予定しておりますので、質疑はあくまでも総括的、大綱的な質疑に留めていただきたいと思います。

質疑はありませんか。

（「なし」の声あり） 

質疑なしと認めます。 

これをもって質疑を終了いたします。

ただ今議題となっております、意見書第２号は教育民生常任委員会に付託をいたします。

以上で、本日の日程は。

意見書２号の提出先の件ですけども、字句の訂正をさせていただきます。

香川県知事、浜田恵造の造が漢字の三になっておりますけども、つくるの造にさせていただきたいと思いますので、訂正の方よ

ろしくお願いをいたします。

 以上で、本日の日程は全部終了いたしました。

 なお、次回会議の再開は９月１７日午前９時３０分といたします。本議場に参集をお願いいたします。

 本日はこれで散会いたします。

  散  会   午後２時３０分
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平成２２年 ９月１６日 

     まんのう町議会議長  

まんのう町議会議員
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